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本
町
が
抱
え
る
重
要
課
題
や
政
策
横
断

的
な
課
題
に
つ
い
て
、
特
に
後
期
計
画
の

中
で
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

施
策
群
（
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
を
「
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
づ
け
ま
す
。
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
町
が
持
つ
人
的

資
源
や
財
源
等
の
経
営
資
源
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
基
本
構

想
に
掲
げ
た
ま
ち
の
理
念
や
将
来
像
の
実

現
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

【
雇
用
の
安
定
と
就
労
環
境
の
充
実
】

•
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
の
推
進

•
関
係
機
関
と
協
力
し
た
町
内
企
業
と
求
職
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
、人
手
不
足
の
改
善
、若
者
の
地

元
定
着

【
所
得
の
向
上
と
後
継
者
育
成
】

•
遊
佐
町
商
工
会
と
連
携
し
て
の
米
～
ち
ゃ
ん

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
事
業
へ
の
支
援

•
産
業
活
性
化
対
策
事
業
等
の
充
実
に
よ
る
創

業
者
支
援

•
令
和
６
年
に
設
立
さ
れ
た
産
官
学
連
携
を
推

進
す
る
一
般
社
団
法
人
と
の
連
携
に
よ
る
空

き
店
舗
の
利
活
用
の
推
進
事
業

【
６
次
産
業
化
の
推
進
】

•
遊
佐
町
地
域
活
性
化
拠
点
施
設
の
加
工
場
を

拠
点
と
し
、
遊
佐
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
と
連

携
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
駆
使
し
、
生

産
か
ら
加
工
、
販
売
に
つ
な
げ
、
加
工
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
を
図
る

【
遊
佐
町
農
業
の
主
力
産
品
で
あ
る
米
】

•
地
域
の
適
性
に
応
じ
た
農
業
生
産
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
産
地
交
付
金
の
有
効
活
用
を
図

り
、
転
作
田
で
の
高
所
得
生
産
を
推
進
す
る

•
付
加
価
値
の
高
い
野
菜
や
花
き
に
つ
い
て
、

産
地
化
推
進
作
物
と
し
て
生
産
を
推
奨
し
、

農
業
者
の
所
得
向
上
と
産
地
拡
大
を
図
る

【
園
芸
作
物
】

•
パ
プ
リ
カ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
に
つ
い
て
、
国

県
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
等
の
整
備

•
生
産
基
盤
の
充
実
と
、
基
盤
整
備
事
業
を
契

機
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
新
規
園
芸
作
物

の
産
地
化
支
援

【
担
い
手
の
確
保
】

•
地
域
農
業
の
在
り
方
や
将
来
的
な
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
化
す
る
た

め
策
定
し
た
地
域
計
画

の
実
現
へ
の
取
り
組
み

•
町
の
新
規
就
農
サ
ポ
ー

ト
事
業
と
国
の
新
規
就

農
者
育
成
総
合
対
策
、

農
地
利
用
効
率
化
等
支

援
交
付
金
等
の
活
用
に

よ
る
新
規
就
農
者
や
担
い
手
の
確
保

【
県
営
圃
場
整
備
事
業
】

•
杉
沢
前
田
地
区
、
当
山
２
期
地
区
、
大
楯
地

区
、
畑
地
区
、
上
戸
地
区
の
面
工
事
と
野
沢

地
区
、
岩
野
１
期
・
２
期
地
区
の
用
排
水
路

整
備
及
び
日
向
川
北
部
地
区
の
水
利
施
設
等

整
備
工
事

【
水
産
業
】

•
国
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
、
海
面
・
内

水
面
漁
業
の
振
興
を
図
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

•
ア
ワ
ビ
の
飼
育
、
販
売
、
加
工
品
開
発
等
の

体
制
の
強
化

　
令
和
７
年
度
は
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
遊
佐
町
総
合
発
展
計
画
と
総
合
戦
略
を
一
体
化
し
て
策
定
す
る
た
め
、
現
在
の
後
期
基
本
計
画
は

目
標
達
成
に
向
け
た
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
実
践
し
、
次
期
総
合
発
展
計
画
を
見
据
え
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
チ
ー
ム
遊
佐
」
の
理
念
の
も
と
、
３
つ
の
柱
「
手
厚
い
子
育
て
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
産
業
活
性
化
に
よ
る

賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
た
施
策
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

令
和
7
年
度　
施
政
方
針

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

産
業
振
興
と

多
彩
な
働
き
場
の
構
築

1
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【
林
業
】

•
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
に
よ
る
、
森
林
経
営

管
理
制
度
の
実
施
に
向
け
た
意
向
調
査
の
実
施

•「
や
ま
が
た
森
林
（
モ
リ
）
ノ
ミ
ク
ス
」
と

共
に
、
健
全
な
森
林
環
境
整
備

•
松
く
い
虫
被
害
の
全
量
駆
除
に
向
け
た
国
、

県
と
連
携
し
て
の
防
除
へ
の
取
り
組
み

【
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
資
源
】

•
N
P
O
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会
を
は
じ
め
、

他
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大

•
兄
弟
町
の
宮
城
県
大
崎
市
、
友
好
都
市
で
あ

る
東
京
都
豊
島
区
と
の
、
地
域
間
交
流
事
業

の
強
化

•
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鳥
海
山
を
会
場
と
す

る
、「
鳥
海
山
シ
ー
ト
ゥ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」
の

開
催

【
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
】

•
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
再
認
定
ま
で
の
取
り
組
み

を
活
か
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
「
ユ
ネ

ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
認
定

•
地
域
の
自
然
資
源
や
学
術
的
価
値
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
を
進
め
、
町
民
理
解
、
環
境
保

護
保
全
、郷
土
愛
を
育
む
ジ
オ
学
習
、産
業・

観
光
振
興
の
推
進

•
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パー

ク
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
水

と
命
の
循
環
」
を
体
感
で

き
る
湧
水
の
郷
と
し
て
、

自
然
環
境
の
保
全
と
観

光
や
学
習
活
動
に
活
用

す
る
た
め
の
環
境
整
備

を
行
う

【
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
】

•
遊
佐
鳥
海
IC
近
接
地
に

建
設
す
る
遊
佐
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン（
道

の
駅
鳥
海
移
転
整
備
）

の
令
和
９
年
度
初
頭
の

開
業
に
向
け
た
整
備

若
者
に
選
ん
で

も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り

2
【
若
者
世
代
の
定
住
促
進
】

•
舞
鶴
地
区
若
者
定
住
住
宅
地
の
分
譲

•
新
婚
世
帯
の
新
生
活
に
伴
う
経
済
的
負
担
軽
減

•
移
住
体
験
時
の
交
通
費
や
宿
泊
費
負
担
軽
減

支
援

•
遊
佐
駅
前
の
お
試
し
住
宅
の
利
用
促
進
と
移

住
支
援
制
度
の
周
知

【
結
婚
支
援
や
若
者
交
流
事
業
】

•
広
域
的
な
出
会
い
の
場
づ
く
り

•
首
都
圏
在
住
の
遊
佐
町
出
身
の
若
者
を
対
象

と
し
た
交
流
会
の
開
催

•
将
来
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
繋
が
る
機
会
づ
く
り
、

関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

【
移
住
相
談
と
町
の
情
報
発
信
】

•
首
都
圏
等
で
の
移
住
フ
ェ
ア
等
への
参
加

•
他
自
治
体
と
合
同
に
よ
る
移
住
イ
ベ
ン
ト
や

町
独
自
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

•
関
係
団
体
と
連
携
し
た
移
住
支
援
や
移
住
後

の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

•
関
係
団
体
と
連
携
し
た
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
利
用
促
進
に
向
け
た
支
援

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
】

•
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
受
け
入
れ
体
制

と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

整
備

•
任
期
終
了
後
の
定
住

支
援

共
に
寄
り
添
い
、
助
け
合
い
、

幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

3
【
福
祉
関
係
】

•
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
や
生
活
困
窮

者
へ
の
相
談
支
援
・
参
加
支
援

•
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

•
町
民
参
加
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

体
制
づ
く
り

【
子
育
て
支
援
関
係
】

•
子
ど
も
と
親
が
幸
せ
に
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
の
計
画
的
な
取

り
組
み

•
子
育
て
に
関
す
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

【
保
育
施
設
の
適
正
整
備
】

•
他
の
保
育
施
設
に
転
園
す
る
児
童
や
保
護
者

に
対
す
る
不
安
や
負
担
を
軽
減
す
る
支
援

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
拡
充
に
向
け
た
協
議
の

推
進

【
介
護
保
険
関
係
】

•
高
齢
者
福
祉
施
策
等
の
検
討

•
介
護
保
険
制
度
の
安
定
し
た
運
営　

1
持
続
可
能
な
地
域
環
境
・

地
域
づ
く
り
（
S
D
Gｓ
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
遊
佐
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
タ
ウ
ン
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3
町
有
施
設
の
適
切
な
管
理
と

小
学
校
空
き
校
舎

利
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト4

観
光
施
設
の
長
寿
命
化
と

魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト5

教
育
の
魅
力
化
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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【
健
康
支
援
関
係
】

•
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
の
児
童
虐
待
防
止
の

取
り
組
み

•
妊
娠
出
産
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目

な
い
支
援

•
第
4
次
健
康
ゆ
ざ
21
計
画
と
第
2
次
自
殺
対

策
計
画
に
基
づ
く
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
の

強
化

•
ひ
き
こ
も
り
支
援
や
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

【
国
民
健
康
保
険
関
係
】

•
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
な
算
定

鳥
海
山
の
豊
か
な
自
然
と

調
和
し
た
快
適
な

く
ら
し
の
創
造

4
　【

鳥
海
山
を
源
と
す
る
水
循
環
と
景
観
の
保
全
】

•
鳥
海
山
が
も
た
ら
す
恵

み
を
次
代
に
継
承
す
る

た
め
の
町
条
例
等
の
整

備
に
向
け
た
研
究

•
町
民
と
共
に
共
存
の
森

保
全
活
動
や
、
水
質
・

水
量
調
査
を
継
続
し
て

行
い
、
学
習
会
等
で
の

情
報
の
発
信
を
行
う

【
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
】

•「
遊
佐
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
や

昨
年
策
定
し
た
「
第
２
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
」
に
基
づ
く
脱
炭
素
地
域
の
実
現

•
住
民
向
け
の
太
陽
光
・
蓄
電
池
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

•
E
V
車
の
導
入
促
進

•
住
宅
の
省
エ
ネ
化
へ
の
取
り
組
み

•
民
間
事
業
者
や
地
域
金
融
機
関
等
の
関
係
機

関
と
協
働
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
の
仕
組
み
の
構
築

【
遊
佐
町
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
】

•
国
、
県
と
連
携
し
つ
つ
、
事
業
者
と
と
も
に

町
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

【
ご
み
の
減
量
と
環
境
美
化
の
推
進
】

•「
遊
佐
町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
町
民
と
の
情
報
共
有
と
啓
発

•
ご
み
の
減
量
化
、
分
別
収
集
の
徹
底
、
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上

【
廃
棄
物
の
適
正
処
理
と
不
法
投
棄
防
止
】

•
不
法
投
棄
監
視
人
の
配
置
に
よ
る
常
時
監
視

•
県
と
の
合
同
巡
回　

【
河
川
の
環
境
整
備
事
業
】

•
県
と
の
連
携
に
よ
る
、
河
川
環
境
の
整
備
と

保
全

【
防
災
】

•
個
人
の
備
蓄
品
購
入
に
対
す
る
支
援

•
避
難
所
用
の
資
機
材
・
備
蓄
品
の
整
備

•
自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援

•
災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難

計
画
の
策
定

【
管
理
不
全
空
き
家
対
策
】

•
空
き
家
解
体
費
用
の
補
助
及
び
空
き
家
審
議

会
の
体
制
強
化

【
町
道
の
整
備
】

•
舗
装
補
修
や
道
路
側
溝
整
備
等
の
維
持
管
理

【
橋
梁
修
繕
】

•「
遊
佐
町
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
」
に

基
づ
く
改
修
及
び
維

持
管
理
の
健
全
化

•
耐
用
年
数
の
延
伸
と

維
持
管
理
コ
ス
ト
の

縮
減

【
栄
橋
橋
梁
撤
去
工
事
】

•
左
岸
工
区
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
撤
去

【
下
水
道
事
業
】

•
適
正
な
経
理
処
理

•
下
水
道
接
続
率
の
向
上

•
経
営
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
財
政
運
営

•
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
く
管

路
施
設
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
改
築
・
更
新

【
水
道
事
業
】

•
耐
震
化
・
更
新
計
画
に
基
づ
く
水
道
水
の
安

定
供
給
の
確
保

•
大
楯
浄
水
場
の
改
築
事
業

•
大
楯
浄
水
場
か
ら
平
津
配
水
池
ま
で
の
送
水

管
の
耐
震
化
事
業

【
地
域
公
共
交
通
】

•
現
行
の
デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
・
実
態
調
査

•
使
い
や
す
く
安
全
な
移
動
手
段
の
確
保

•
利
便
性
向
上
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

【
計
画
的
な
土
地
利
用
】

•「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

未
来
を
拓
く
、

い
の
ち
輝
く
町
民
の
育
成

5

　

【
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
教
育
行
政
】

•
幼
保
小
中
高
の
一
貫
し
た
教
育
の
た
め
の
連

携
を
密
に
し
た
取
り
組
み

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
】

•
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

一
体
的
な
推
進

•「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
推
進

•「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
推
進

【
確
か
な
学
力
の
育
成
】

•
小
中
学
校
間
で
目
指
す
子
ど
も
像
の
共
有

•
義
務
教
育
９
年
間
の
系
統
性
の
あ
る
教
育
課

程
の
実
践

•
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
適
切
な
配
置

•
特
別
支
援
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
助
言
に
よ
り
支
援

を
要
す
る
教
育
的
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

•
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
休
日
部
活
動
の
地
域
ク
ラ

ブ
化
等
に
よ
る
教
職
員
の
勤
務
環
境
の
改
善

•
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成

【
小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
】

•
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
計
画
的

な
施
設
改
修

•
物
価
高
騰
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
の
学
校
給
食
費
高
騰
化
対
策
・
負
担

軽
減
事
業

【
青
少
年
の
健
全
育
成
】

•
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
に
よ
る
「
早
起
き
・
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朝
ご
は
ん
・
躍
動
・
早
寝
」
運
動

•「
躍
動
す
る
遊
佐
っ
子
10
か
条
」
の
実
践

•
青
少
年
の
社
会
参
加
を
促
し
、
未
来
の
地
域

づ
く
り
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

•
児
童
が
安
全
に
過
ご
せ
る
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り

【
心
豊
か
に
い
の
ち
輝
く
町
民
の
育
成
】

•
生
涯
学
習
推
進
計
画
後
期
計
画
と
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
後
期
計
画
の
着
実
な
進
捗

•
町
民
の
生
涯
学
習
に
よ
る
自
己
研
鑽
と
仲
間
づ
く
り

•
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

•
芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
の
提
供

•
遊
佐
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

文
化
ク
ラ
ブ
遊
（
ゆ
ず
）
、
遊
佐
町
芸
術

文
化
協
会
等
へ
の
活
動
支
援

【
中
学
校
教
員
の
働
き
方
改
革
】

•
休
日
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
移
行

【
奥
の
細
道
鳥
海
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
】

•
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
方
が
参
加
す
る

魅
力
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み

【
読
書
環
境
の
充
実
】

•「
第
２
次
遊
佐
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
基
づ
く
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
た
め
の
環
境
づ
く
り

【
国
史
跡
小
山
崎
遺
跡
】

•
史
跡
整
備
の
基
本
設
計
に
基
づ
く
令
和
８
年

度
の
整
備
事
業
に
向
け
た
実
施
設
計
の
策
定

【
民
俗
芸
能
】

•
大
雨
災
害
で
被
災
し
た
杉
沢
比
山
伝
承
館
の
復
旧

•
杉
沢
比
山
の
現
地
公
演
再
開

•
令
和
10
年
度
を
目
標
と
し
た
「
日
本
の
神

楽
」
と
し
て
杉
沢
比
山
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み

【
県
立
遊
佐
高
等
学
校
の
支
援
】

•
地
域
連
携
協
議
会
に
お
け
る
魅
力
推
進

•
県
外
留
学
生
の
受
け
入
れ
と
遊
佐
中
学
校
か

ら
の
入
学
者
増
加
を
図
る
取
り
組
み
に
よ
る

学
校
・
地
域
の
活
性
化

•
高
校
を
核
に
し
た
地
域
の
発
展
の
た
め
の
人

材
育
成
や
関
係
人
口
の
拡
大
等
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み

【
姉
妹
都
市
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
ソ
ル
ノ
ク

市
と
の
交
流
事
業
】

•
中
高
生
の
派
遣
事
業

の
実
施

人
の
絆
で
織
り
な
す
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

6

　

【
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

•
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
地
域
課
題
解
決

型
の
運
営
支
援

•
関
係
者
の
研
修
機
会
の
充
実

【
空
き
校
舎
の
活
用
】

•
地
域
防
災
や
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
、
地
域
の
社
会
体
育
活
動
等
で
の
活
用

•
旧
蕨
岡
小
へ
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
機

能
を
移
転
す
る
た
め
の
改
修
工
事

【
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
】

•
外
部
評
価
制
度
に
よ
る
事
務
事
業
の
進
捗
状

況
や
効
果
検
証

•
内
容
を
公
開
し
て
の
よ
り
有
効
的
・
効
率
的

な
業
務
改
善

•
遊
佐
町
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
庄
内
み
ど
り

農
協
の
３
者
に
よ
る
、
地
域
農
業
と
日
本
の

食
料
を
守
る
取
り
組
み

【
共
同
宣
言
事
業
】

•
新
た
な
体
制
で
の
事
業
推
進

•
基
金
活
用
に
係
る
協
議
会
の
運
営
を
通
し
た
庄

内
地
域
の
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
への
寄
与

•「
地
域
循
環
共
生
圏
」
ロ
ー
カ
ル
S
D
G
ｓ

の
実
現
へ
の
取
り
組
み

•
地
元
の
餅
米
生
産
の
維
持
と
、
持
続
可
能
な

町
の
農
業
の
実
現

【
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）】

•
返
礼
品
の
新
規
開
発

•
各
種
寄
附
受
付
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
経
費
節

減
と
手
続
き
等
の
利
便
性
の
向
上
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
確
保

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

•
企
業
か
ら
の
寄
附
に
よ
る
地
域
再
生
計
画
に

沿
っ
た
事
業
の
活
用

【
遊
佐
元
町
地
区
の
賑
わ
い
再
生
事
業
】

•
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
の
営
業

•
電
動
自
転
車
レ
ン
タ
ル
、
冷
凍
自
販
機
の
設

置
、
軽
ト
ラ
市
の
定
期
開
催

【
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組
み
】

•「
ス
マ
ホ
教
室
」や「
ス

マ
ホ
道
場
」、ま
た
次

世
代
の
人
材
育
成
の

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
室
の
開
催

【
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
】

•
町
民
の
安
全
確
保
を
目
的
と
す
る
登
録
数
の
増
加

【
効
率
的
な
財
政
運
営
の
推
進
】

•
町
税
の
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
と
収
納

率
の
向
上

•
窓
口
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
】

•
住
民
票
等
の
コン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
推
奨
の
周
知

•
相
続
登
記
義
務
化
制
度
の
町
民
へ
の
周
知

 「
チ
ー
ム
遊
佐
」の
理
念
の
も
と
に

•
町
民
一
人
ひ
と
り
と
の
対
話
の
場
で
あ
る

「
出
前
ト
ー
ク
」
へ
の
取
り
組
み

•
町
民
が
助
け
合
い
、
人
情
と
郷
土
愛
に
あ
ふ

れ
た
町
を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
育
ま
れ
、

産
業
が
活
性
化
し
、
町
民
が
暮
ら
し
や
す
い
、

町
民
に
寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

問
／
総
務
課
総
務
係 

☎
72
－
5
8
8
0

　
　
企
画
課
企
画
係 

☎
72
－
4
5
2
3
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地方交付税
35億2,114万円
（35.4％）

町税
15億4,821万円
（15.6％）地方債

8億2,270万円
（8.3％）

国庫支出金
8億7,501万円
（8.8％）

県支出金
7億3,493万円
（7.4％） 地方交付税

35億2,114万円
（35.4％）

町税
15億4,821万円
（15.6％）地方債

8億2,270万円
（8.3％）

国庫支出金
8億7,501万円
（8.8％）

県支出金
7億3,493万円
（7.4％） 地方交付税

35億2,114万円
（35.4％）

町税
15億4,821万円
（15.6％）地方債

8億2,270万円
（8.3％）

繰入金
9億6,830万円
（9.7％）

繰入金
9億6,830万円
（9.7％）

国庫支出金
8億7,501万円
（8.8％）

県支出金
7億3,493万円
（7.4％）

諸収入
3億2,489万円
（3.3％）

譲与税・交付金
4億3,484万円（4.4％）

使用料・手数料
2,816万円（0.3％）

分担金・負担金
128万円（0.0％）

繰越金・寄附金・財産収入
6億7,818万円（6.8％）

歳入
99億

3,764万円
投資的経費

12億9,249万円
（13.0％）

人件費
15億7,894万円
（15.9％）

繰出金
7億839万円
（7.1％）

公債費
10億1,150万円
（10.2％）

投資的経費
12億9,249万円
（13.0％）

人件費
15億7,894万円
（15.9％）

繰出金
7億839万円
（7.1％）物件費

16億2,005万円
（16.3％）

物件費
16億2,005万円
（16.3％）

補助費等
24億1,099万円
（24.3％）

補助費等
24億1,099万円
（24.3％）

公債費
10億1,150万円
（10.2％）

扶助費
9億4,690万円
（9.5％）

出資・貸付金
2億4,126万円
（2.4％） 維持補修費・

積立金・予備費
1億2,712万円
（1.3％）

歳出
99億

3,764万円

●
町
税

　
総
額
2
億
7
︐3
9
7
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
民
税
で
は
、
法
人
分

が
前
年
度
よ
り
3
8
0
万
円
増
額
し
て
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
町
内
企
業
の
家

屋
及
び
償
却
資
産
の
大
規
模
な
新
増
設
に

よ
る
納
付
額
増
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、

2
億
7
︐1
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

●
国
・
県
支
出
金

　
総
額
で
4
億
1
︐8
3
6
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
災

害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助
金
等
の
増
額
、

県
支
出
金
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
県
補
助
金
等
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
交
付
税
・
地
方
債

　
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
や
こ

れ
ま
で
の
交
付
実
績
か
ら
9
︐2
3
1
万

円
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
債
は
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
の
財
源
に
財
政
措

置
の
有
利
な
過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
て
い

ま
す
が
、
前
年
度
に
比
べ
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
タ
ウ
ン
整
備
事
業
、
災
害
復
旧
事
業

な
ど
の
建
設
事
業
費
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
5
︐8
6
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

●
繰
入
金
・
諸
収
入

　
繰
入
金
は
、
ふ
る
さ
と
基
金
か
ら
の
繰

入
れ
の
減
な
ど
に
よ
り
2
︐6
4
9
万
円

の
減
額
、
諸
収
入
で
は
産
業
立
地
促
進
資

金
貸
付
金
元
金
収
入
等
で
4
︐3
6
8
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　
入

歳
　
　
入

令和7年度

予算
一 般 会 計 予 算 総 額

99億3,764万円
「遊佐町総合発展計画（第8次振興計画）第9期実施計画」に基づき、令和7年度当初予算が編成されました。

一般会計の当初予算は前年度に比べ8億8,864万円増の99億3,764万円となりました。
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●
投
資
的
経
費

　
蕨
岡
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
、

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
整
備
事
業

（
外
構
工
事
・
駐
車
場
整
備
工
事
）、
災
害

復
旧
事
業
等
の
実
施
に
よ
り
、2
億
8
︐

0
4
3
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
人
件
費

　
職
員
給
料
や
手
当
等
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
7
︐3
8
7
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

●
物
件
費

　
国
が
進
め
る
住
基
シ
ス
テ
ム
等
の
標
準

化
・
共
通
化
対
応
業
務
、
小
中
学
校
に
お

け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
事
業
委
託
な

ど
に
要
す
る
経
費
の
増
、
全
国
的
な
物
価

高
騰
や
人
件
費
上
昇
の
影
響
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
2
億
4
︐7
0
0
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

●
公
債
費

　
過
疎
債
の
元
金
償
還
額
の
増
加
や
金
利

水
準
の
上
昇
を
見
込
ん
だ
た
め
、
前
年
よ

り
5
︐1
0
0
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
繰
出
金

　
国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
の
各
特
別
会

計
に
対
す
る
繰
出
し
に
対
応
す
る
た
め
、
総

額
で
7
億
8
3
9
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度

よ
り
1
9
5
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

※
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
上
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、

そ
の
性
質
か
ら
補
助
費
等
に
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

問
／
総
務
課
財
政
係　
☎
25-

5
8
0
8

歳
　
　
出

歳
　
　
出

主なソフト事業（千円以下切捨て）� （単位：万円）

各会計予算の概要� （単位：千円、％）

主な投資的事業（一般会計）� （単位：万円）

●定住・緊急雇用・経済対策事業
　　　空き家利活用促進事業� 798
　　　移住交流推進事業� � 350
　　　移住相談総合案内窓口一元化事業� 590
　　　持家住宅リフォーム支援金交付事業� 3,800
　　　定住促進住宅建設整備支援事業� 2,500
　　　子育て世帯移住奨励金交付事業� 638
　　　遊佐高校魅力化地域連携支援事業� 4,264
　　　若者を中心としたビジネス創出事業� 500
　　　若者を中心としたゆざづくり助成事業� 250
　新規 �学校給食費高騰対策負担金� 440
　新規 �学校給食負担軽減事業負担金・補助金� 2,612
●特徴的なソフト事業
　 Ⅰ 産業基盤の整備
　　　中山間地域等直接支払事業� 9,880
　　　多面的機能支払交付金事業� 2億2,967
　　　地域活性化拠点施設活用事業� 844
　　　企業奨励金交付事業� 2億5,406
　新規 �新規就農サポート事業� 449
　新規 �洋上風力産業振興事業� 40
　 Ⅱ 福祉・保健事業の充実
　　　教育・保育給付事業� 1億6,586
　　　障がい者自立支援給付事業� 3億3,060
　　　すくすくゆざっ子支援金支給事業� 2,438
　　　後期高齢者医療給付費� 2億8,545
　　　介護保険支援事業� 2億9,943
　　　地域医療施設整備補助事業� 2,395
　　　重層的支援体制整備事業（地域子育て支援等）� 2,304
　　　重層的支援体制整備事業（生活困窮者等）� 1,148
　　　重層的支援体制整備事業（介護）� 2,428
　 Ⅲ 教育・文化の振興
　　　小中学校ICT整備事業� 4,810
　　　遊佐高校就学支援事業� 9,508
　　　少年町長・少年議員公選事業� 94
　　　放課後子ども教室推進事業� 974
　　　ジオパーク推進事業� 1,068
　　　部活動地域移行受入れ先クラブ支援事業� 310
　新規 �東北公益文科大学運営費交付金事業� 46
●協働のまちづくり事業
　　　きらきら遊佐マイタウン事業� 150
　　　まちづくり活動支援事業� 6,962
　　　地域おこし協力隊推進事業� 6,409
　新規 �集落公民館等整備事業� 350
●国際、地域間交流イベント等
　　　国際交流事業� 340
　　　遊佐ブランド推進事業� 2,065
　　　観光イベント実施事業� 1,126
　　　奥の細道鳥海ツーデーマーチ開催事業� 740

会計区分 本年度予算額 前年度予算額 増�減�額 伸率
一 般 会 計 9,937,640 9,049,000 888,640 9.8
国民健康保険
特 別 会 計 1,578,000 1,598,000 △20,000 △1.3
介 護 保 険
特 別 会 計 1,913,000 1,917,000 △4,000 △0.2
後期高齢者
医療特別会計 239,000 245,000 △6,000 △2.4

水
道
事
業

会
計

収益的
支　出 365,439 384,429 △18,990 △4.9
資本的
支　出 221,400 217,300 4,100 1.9

下
水
道

事
業
会
計

収益的
支　出 627,487 664,771 △37,284 △5.6
資本的
支　出 472,000 532,300 △60,300 △11.3

合　　計 15,353,966 14,607,800 746,166 5.1

※建設事業費を含む総事業費で計上
まちづくりセンター整備事業 3億5,576
遊佐パーキングエリアタウン整備事業 2億5,093
観光施設改修事業 1,620
ほ場整備事業 6,224
松くい虫防除事業 2,445
町道整備事業（改良・側溝・舗装） 3,255
橋梁長寿命化事業（小規模橋梁工事） 300
栄橋撤去事業 550
保全松林健全化整備事業（衛生伐） 1,000
小学校施設改良事業 3,410
中学校施設改良事業 2,678
スクールバス購入事業 23,000
社会体育施設整備事業 422
史跡小山崎遺跡整備事業・史跡小山崎遺跡公有化事業 6,067
防災行政無線（固定系・移動系）整備事業 1,452
農業施設災害復旧事業（農地・農道・水路の復旧） 1億6,000
林道災害復旧事業（林道の復旧） 9,840
社会教育施設災害復旧事業（杉沢比山伝承館の復旧） 5,852

●自然保護と安全確保
　　　水循環保全事業� 422
　　　非常備消防活動費� 768
　　　自主防災会活動推進事業� 194
　　　危険空き家解体撤去補助事業� 400
　　　月光川水系環境整備事業� 2,173
　新規 �防災備蓄品整備支援事業� 1,500
●自治体DX
　　　デジタル改革促進事業� 2,792
　新規 �キャッシュレス決済導入事業� 330
●その他臨時的・特徴的経費
　　　ふるさとづくり寄附金事業� 3億2,299
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昭
和
29
年
に
1
町
5
か
村
が
合
併
し
、

現
在
の
遊
佐
町
が
誕
生
し
て
か
ら
、
70
年

が
経
ち
ま
し
た
。
8
月
1
日
の
合
併
記
念

日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
記
念
式
典
は
、
大

雨
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
2
月
21
日
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
駐

日
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
特
命
全
権
大
使
、
兄
弟

町
の
宮
城
県
大
崎
市
、
友
好
都
市
の
東
京

都
豊
島
区
、
そ
し
て
町
内
の
各
会
の
関
係

者
な
ど
総
勢
約
3
0
0
名
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
は
じ
め
に
江
上
孝
則

氏
の
指
揮
で
、
遊
佐
混
声
合
唱
団
と
ス
マ

イ
ル
キ
ッ
ズ
が
遊
佐
讃
歌
を
合
唱
。
会
場

か
ら
あ
た
た
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
70
周
年
を
記
念
に
制
作
さ
れ

た
ビ
デ
オ
上
映
の
後
、
姉
妹
都
市
と
兄
弟

町
、
友
好
都
市
を
紹
介
。
こ
れ
ま
で
の
交

流
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

1遊佐混声合唱団とスマイルキッズによる大合唱
　「遊佐讃歌」は遊佐町役場・防災センターの電話保留音となっています

2遊佐讃歌の作詞・作曲者 江上孝則 氏
3豊島区と友好都市協定締結20周年を記念して
　製作した記念楯とちょうちん

長年の功労を表彰

駐日ハンガリー国特命全権大使
オルネル＝バーリン・アンナ氏

　

式
典
で
は
、
先
人
の
御
霊
に
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
の
ち
、
町
長
が
式
辞
。「
合
併
か

ら
70
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
テ
ー
マ

は
『
未
来
へ
つ
な
ご
う　

ふ
る
さ
と
愛
』

と
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
遊
佐
町
に
生
ま

れ
暮
ら
す
こ
と
に
『
誇
り
と
愛
着
』
を
持
ち
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
希
望

の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
強
く
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
、
町
が
抱
え
る
様
々

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き

『
チ
ー
ム
遊
佐
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
各
種
施

策
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
引
き
続
き
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
町
政
発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
2
団
体

78
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
特
命
全
権

大
使
で
あ
る
オ
ル
ネ
ル
＝
バ
ー
リ
ン
・
ア

ン
ナ
氏
を
は
じ
め
と
し
た
6
名
よ
り
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遊
佐
町
合
併
70
周
年
記
念
式
典
　
夕
食
会

&
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　式典後には、遊楽里で夕食会が開催されました。ユザブルームジュニアの美しい弦楽器音色や、鳥海太鼓の熱い鼓
動が響きました。会場では、町の未来の姿を想い、それぞれが思い思いに語りあいました。
　また、ハンガリー大使館料理長が作ったグヤーシュやポガーチャ、町内の酒造会社4社の日本酒、ウイスキーなど
がふるまわれました。

最後は万歳三唱 鳥海太鼓は40周年

（敬称省略　順不同）

	 富樫　正義
	 成田　栄美
	 眞島　善太
	 澤口　典子
	 髙橋　やえ子
	 髙橋　正晴
	 佐々木　篤
	 鈴木　環
地域治安表彰
	 太田　文夫
	 小澤　徹
	 菅原　鉄彌
	 土門　康夫
	 成澤　政晴
	 三浦　重行
	 古川　晴朗
	 小田原　裕
地域活動表彰
	 髙橋　良作
特別功労表彰
	 温井　亨
	 一般社団法人
	 酒田青年会議所

自治振興表彰
※町特別職功労
故	時田　博機
	 本宮　茂樹
	 那須　栄一
※町議会功労
	 阿部　満吉
	 齋藤　武
※行政功労
	 佐藤　浩
	 荒木　可晴
	 齋藤　和雄
	 飯野　順一
	 大野　新一郎
	 金野　周悦
	 佐藤　正喜
	 伊藤　新一
	 齋藤　智子
	 髙橋　繁子
	 圡門　秀樹
	 土門　豊
	 菅原　三康
故	伊藤　孝太郎

	 本間　功
	 佐藤　仁
	 時田　一紀
	 畠中　裕之
	 本間　正明
	 斎藤　拓男
	 阿部　善兵衛
	 石垣　敏勝
	 菅原　英児
	 伊藤　勝治
	 髙橋　良一
	 榊原　榮子
	 佐藤　勇
	 佐藤　薫
	 鈴木　憲一
	 平　靖夫
	 遊佐町共同開発
	 米部会
教育振興表彰
	 渡邉　宗谷
	 渋谷　隆士
	 小野寺　雅昭
	 本間　文巳知

故	多次見　弘賢
	 阿部　奈緒輝
	 本間　佳津恵
	 服部　正規
	 佐藤　正子
産業振興表彰
故	河西　正彦
	 庄司　茂正
社会福祉表彰
	 阿部　英吉
	 石原　春雄
	 村上　基
	 関根　有美
	 赤塚　枝陽
	 池田　実重子
	 岡野　清
	 今野　良子
	 佐藤　成子
	 菅原　清和
	 髙橋　晶
	 高橋　邦子
	 髙橋　高雄
	 髙橋　　喜

問／総務課総務係	☎72-5880　企画課企画係	☎72-4523

表彰された方々

芳

夕食会「そして、未来へ」



Congratulation!

遊
佐
小
学
校

遊
佐
高
校

思い出は色褪せない！ それぞれの未来に向かって！

Sun
163

Sat
13
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卒業式 Congratulation!

遊
佐
中
学
校

2 0 2 5

Fri
143
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5
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

塚
形　
月
光
川
蒸
留
所

は
、
楯
の
川
酒
造
の
子

会
社
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。「
江
戸
時
代

※
1 

楯
の
川
酒
造
が
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
て
い
く

た
め
に
、
1
0
0
年
後
に
ど
う
あ
り
た
い
か
を
示
し
た

「
実
現
し
た
い
未
来
」
を
表
現
し
た
も
の
。
社
会
情
勢

や
市
場
の
変
化
に
合
わ
せ
、
1
0
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
も
柔

軟
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

※
2 

蒸
留
時
に
ウ
イ
ス
キ
ー
の
香
り
や
味
わ
い
を
選

択
す
る
作
業
の
こ
と
。
樽
熟
成
さ
れ
る
前
、
香
味
が
決

ま
る
最
後
の
工
程
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
3 

樽
内
で
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の
熟
成
の
状
態
を
見
守

り
、
多
く
の
原
酒
の
中
か
ら
厳
選
し
て
ブ
レ
ン
ド
す
る

技
術
者
の
こ
と
。

※
4 

蒸
留
後
樽
へ
貯
蔵
す
る
前
の
ウ
イ
ス
キ
ー
原
液

の
こ
と
。
ウ
イ
ス
キ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

月光川蒸留所株式会社
営業職

塚
つか

形
がた

 直
なお

記
き

さん

企業 DATA
月光川蒸留所株式会社
所在地	 山形県飽海郡遊佐町菅里字
	 菅野37番地14
電話番号	 0234-25-3971
創業年	 令和3年12月
代表取締役	 佐藤	淳平	氏
従業員数	 8名

ホームページ
はこちら

か
ら
続
く
日
本
酒
醸
造
の
技
術
を
活
か
し
た

良
質
な
ウ
イ
ス
キ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
と
同
級

生
5
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
は
元
々
、

異
業
種
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
楯
の
川
酒

造
が
掲
げ
る
「
T
A
T
E
N
O
K
A
W
A 

1
0
0
年
ビ
ジ
ョ
ン
」1※
に
感
銘
を
受
け
入
社

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

O
nly O

ne W
hisky

を
追
求
し
て

塚
形　
ミ
ド
ル
カ
ッ
ト
2※

と
呼
ば
れ
る
作
業

を
私
も
含
め
た
全
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。
全

員
で
行
う
蒸
留
所
は
こ
こ
く
ら
い
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
ブ
レ
ン
ダ
ー
3※

が
決
ま
っ

て
い
な
い
状
況
な
の
で
、
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
で
、
納
得
の
い

く
も
の
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

 

世
界
で
戦
え
る
1
本
を
求
め
て

塚
形　
ま
だ
稼
働
し
た
ば
か
り
で
熟
成
し
た

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
海
山
の
伏
流
水

を
含
ん
だ
水
の
影
響
で
甘
み
の
あ
る
ニ
ュ
ー

ポ
ッ
ト
4※

が
完
成
し
ま
し
た
。
様
々
な
場
所

で
評
価
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
熟
成
し
た
も
の
が
完
成
す
る
の
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

　
引
き
続
き
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
魅
力
を
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
な
が
ら
、
日
本
だ
け
で
な
く

第13回

世
界
で
戦
え
る
ウ
イ
ス
キ
ー
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

蒸
留
所
見
学

塚
形　
毎
週
月
曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
10
時

30
分
か
ら
約
1
時
間
ほ
ど
の
蒸
留
所
見
学
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
試
飲
）
や
見
学
者
限
定

ギ
フ
ト
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。



遊佐町ホームページ
リニューアル！

この度、デザインをリニューアルし、
使いやすく進化した町ホームページをご紹介します。

ウェブアクセシビリティに配慮し、
多くの人が使いやすい
デザインとしました。

必要な情報を探しやすくなるよう
メニューの配置やレイアウトを
工夫しています。

アイコンや文字を大きくしつつ、トップページに配置する情報を少なくしたことで、
全体的に情報が探しやすくなりました。

ページをお気に入り登録して
おくことで、簡単にアクセス
できるようになりました。

Renewal!

スマホ
バージョンシンプルな配置と

したことで
スマートフォンでも
見やすくなりました。
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【注意事項】
・	トップページ（https://www.town.yuza.yamagata.jp/）以外のページURLが変更になりま
したので、ブックマークなどをされている方は変更をお願いします。
・	リニューアルしてからしばらくの間、検索サービスの検索結果にリニューアル前のページ
が表示されたり、「お探しのページが見つからない」と表示される場合があります。反映さ
れるようになるまで	時間を要しますのでご了承ください。
・	各ページの「更新日」は、リニューアルに伴い、リニューアル作業の都合上、必ずしもページ
の更新が行われた日を指しているわけではありません。

問／総務課ICT推進室	☎72-5893



戸籍にフリガナが記載されます

本籍地の市区町村長による通知

令和7年5月26日から

　戸籍法の改正により、戸籍の記載事項として氏名のフリガナが新たに追加されます。
　戸籍に記載されるフリガナは、5月26日以降にはがきで通知する予定です。はがきの発送時期については、
広報や町ホームページなどでお知らせします。

　本籍地の市区町村長から、戸籍に記載される予定
の氏名のフリガナが郵送で通知されます。通知は5
月26日以降に送付されますので、通知が届いたら必
ず内容を確認してください。通知のフリガナが正し
いときは、届出をしなくても通知のとおり戸籍に記
載されます。

市区町村長による
氏名のフリガナの記載

　②の届出がなかった場合、令和8年5月26日
以降に、①の通知に記載されたフリガナが戸
籍に記載されます。

氏名のフリガナの届出
　5月26日～令和8年5月25日までの間、氏名の
フリガナの届出をすることができます。
　オンライン（マイナポータル）での届出が便利
ですが、郵送や市区町村の窓口で行うこともで
きます。

　本籍地の市区町村長から
戸籍に記載される予定の
フリガナが通知されるから
必ず確認してね！

　通知のフリガナが正しい
ときは、届出をしなくても
通知のとおり戸籍に
記載されるから安心！

　通知のフリガナが誤って
いたら届出をしてね！
オンラインでの届出が

便利だよ

フリガナの通知を
必ず確認しよう！

届出に手数料はかからないよ！
届出しなくても罰則はないから

心配いらないよ！

教えて！コセキツネ！もう少し

詳しく！

疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
！

　令和8年5月25日までに届出がなかった場合、市区町村長が通知したフリガナが戸籍に記載
されます。この方法で記載されたフリガナは、一度に限り家庭裁判所の許可を得ずに変更の届
出をすることができます。市区町村にフリガナの届出後、フリガナを変更したい場合は、家庭裁
判所の許可を得て届出する必要があります。その他詳細は、下記に問い合わせください。　

問／戸籍の氏名振り仮名制度について

氏名の振り仮名の届出について
町民課町民係 ☎72-3311（内線320）

法務省
ホームページ

戸籍制度
マスコット
キャラクター
「コセキツネ」

戸籍フリガナ
詳細はこちら

誰が届出できるの？

　氏名のうち、名のフリガナは各人が届け
出ることができます。氏のフリガナは原則
として戸籍の筆頭者が届出することができ
ますので、配偶者、在籍者
の方と相談の上、届出をお
願いします。

　戸籍に氏名のフリガナが記載されること
で、以下の効果が期待されます。

誰に通知が届くの？

どうして氏名のフリガナが
記載されるの？

通知に「リヨウ」と記載されて
いますが、「リョウ」と届出する
必要はありますか？

　氏名のフリガナ通知は、原則として筆頭者
宛に郵送されます。筆頭者が除籍されている
場合は、配偶者、配偶者も除籍されている場
合は、在籍者全員宛に郵送され
ます。
　在籍者に異なる住所の方が
いる場合は、その在籍者の住所
に通知を郵送します。通知は5
月26日以降を予定しています。

　正しいフリガナが小さい
「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」であるに
もかかわらず、通知に大き
いカタカナで記載されてい
る場合は、正しいフリガナ
で届出をお願いします。

1

3

2

行政デジタル化基盤整備の促進

本人確認情報として利用

各種規制の潜脱行為の防止
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本籍地の市区町村長による通知

令和7年5月26日から

　戸籍法の改正により、戸籍の記載事項として氏名のフリガナが新たに追加されます。
　戸籍に記載されるフリガナは、5月26日以降にはがきで通知する予定です。はがきの発送時期については、
広報や町ホームページなどでお知らせします。
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の氏名のフリガナが郵送で通知されます。通知は5
月26日以降に送付されますので、通知が届いたら必
ず内容を確認してください。通知のフリガナが正し
いときは、届出をしなくても通知のとおり戸籍に記
載されます。

市区町村長による
氏名のフリガナの記載

　②の届出がなかった場合、令和8年5月26日
以降に、①の通知に記載されたフリガナが戸
籍に記載されます。

氏名のフリガナの届出
　5月26日～令和8年5月25日までの間、氏名の
フリガナの届出をすることができます。
　オンライン（マイナポータル）での届出が便利
ですが、郵送や市区町村の窓口で行うこともで
きます。

　本籍地の市区町村長から
戸籍に記載される予定の
フリガナが通知されるから
必ず確認してね！

　通知のフリガナが正しい
ときは、届出をしなくても
通知のとおり戸籍に
記載されるから安心！

　通知のフリガナが誤って
いたら届出をしてね！
オンラインでの届出が

便利だよ

フリガナの通知を
必ず確認しよう！

届出に手数料はかからないよ！
届出しなくても罰則はないから

心配いらないよ！

教えて！コセキツネ！もう少し

詳しく！
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問
に
お
答
え

し
ま
す
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　令和8年5月25日までに届出がなかった場合、市区町村長が通知したフリガナが戸籍に記載
されます。この方法で記載されたフリガナは、一度に限り家庭裁判所の許可を得ずに変更の届
出をすることができます。市区町村にフリガナの届出後、フリガナを変更したい場合は、家庭裁
判所の許可を得て届出する必要があります。その他詳細は、下記に問い合わせください。　

問／戸籍の氏名振り仮名制度について

氏名の振り仮名の届出について
町民課町民係 ☎72-3311（内線320）

法務省
ホームページ

戸籍制度
マスコット
キャラクター
「コセキツネ」

戸籍フリガナ
詳細はこちら

誰が届出できるの？

　氏名のうち、名のフリガナは各人が届け
出ることができます。氏のフリガナは原則
として戸籍の筆頭者が届出することができ
ますので、配偶者、在籍者
の方と相談の上、届出をお
願いします。

　戸籍に氏名のフリガナが記載されること
で、以下の効果が期待されます。

誰に通知が届くの？

どうして氏名のフリガナが
記載されるの？

通知に「リヨウ」と記載されて
いますが、「リョウ」と届出する
必要はありますか？

　氏名のフリガナ通知は、原則として筆頭者
宛に郵送されます。筆頭者が除籍されている
場合は、配偶者、配偶者も除籍されている場
合は、在籍者全員宛に郵送され
ます。
　在籍者に異なる住所の方が
いる場合は、その在籍者の住所
に通知を郵送します。通知は5
月26日以降を予定しています。

　正しいフリガナが小さい
「ャ」「ュ」「ョ」「ッ」であるに
もかかわらず、通知に大き
いカタカナで記載されてい
る場合は、正しいフリガナ
で届出をお願いします。
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行政デジタル化基盤整備の促進

本人確認情報として利用

各種規制の潜脱行為の防止
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※	今後も、順不同で町内施設を巡回する予定です。
※他の協力隊業務との都合上、上記のスケジュール
は変更となる場合があります。最新情報は「ゆざま
ちスマホ道場」のLINEで受け取ることができます。

問／総務課ICT推進室	☎72-5893
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『めるめる』とは「見える」を山形県の方言「める」
で表現したものです。町長の町政に関する思いや普段
の生活での気づきを紹介します。

から
町長の部屋

詳細はこちら

4月の各種相談4月の各種相談

日時／4月9日㈬	午後1時～3時
場所／役場	第2会議室
相談委員／佐藤正子･髙橋善之
相談例／道路、空き家、災害など、私たちが解決の
お手伝いをします
問／総務課総務係	☎72-3311

行政よろず相談

ご登録は

こちらから！

遊佐町公式
Instagram

遊佐町公式
LINE

4
月

		2日㈬ 西遊佐まちづくりセンター

		3日㈭ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

10日㈭ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

11日㈮ 高瀬まちづくりセンター

17日㈭ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

18日㈮ 蕨岡まちづくりセンター

24日㈭ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

25日㈮ 吹浦まちづくりセンター	2階

30日㈬ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

5
月

		8日㈭ エルパ内	コミュニティスペース
―交流ひろば―（ダイソー向かい）

		9日㈮ 稲川まちづくりセンター

スマホ道場スマホ道場
午前10時～午後5時で開催中！

 　　　自慢の遊佐の米その9

『鳥海とお米と
鮭の遊佐の町』
ー合併30周年記念
町のキャッチ
フレーズですー

遊佐町公式SNS
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　4月から、電子母子手帳アプリ「ゆざっ子すく
すくダイアリー」の運用を開始しました。
　アプリでは、お子さんの成長記録を写真付き
で残したり、乳幼児健診・予防接種のスケジュー
ル管理をすることができます。また、町からの
様々な支援情報がリアルタイムで配信される
「プッシュ通知機能」などがあり、より身近で手
軽に子育て情報を取得することができ、子育て
に関する講座や教室のご案内もアプリでの通知
を行います。
　ご利用は下記の二次元コードから電子母子手
帳アプリ「母子モ」をダウンロードし、お住いの
地域の郵便番号などを入力するだけです。母子
健康手帳とあわせてぜひご活用ください。利用
は無料です。
問／健康福祉課健康支援係	
☎72-4111

　帯状疱疹は、水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化することにより、神経に沿って痛みを伴う水疱（水ぶくれ）が現れる皮
膚の病気です。皮膚症状が治った後に神経痛が残ることがあります。対象となる方には個別にご案内を郵送します。

成長の記録 おなかの赤ちゃんの様子やお母さんの気持ち、お子さん
の成長などを写真付きで日記のように残せます

妊婦健診
乳幼児健診

妊娠中は妊婦健診および歯科健診情報、出産後はお子さ
んの健康診断情報を登録することができます

予防接種 お子さんの生年月日と接種履歴の情報から、最適な予防
接種日を算出してスケジューリングできます

成長グラフ
入力した妊娠中の体重・胎児の推定体重・お子さんの体
重や身長がグラフに自動反映されるため、発育曲線によ
る子どもの成長がひと目でわかります

できたよ記念日
寝返りやハイハイ、お誕生日など、妊娠中やお子さんの成
長に関するイベントを写真やイラストで残すことができま
す。記録データは離れた地域に住むご家族に共有すること
もできるので、一緒にお子さんの成長を見守れます

プッシュ通知 タイムリーな子育て情報をプッシュ通知で受け取れます

子育て支援
施設の検索

それぞれの区分を選択すると、地図上に施設情報をポイ
ントします

家族で共有
利用中のIDを家族で共有することで、離れていても同じ
アプリ情報を閲覧できます（共有する情報は選択するこ
とができます）

アプリ機能のご紹介

登録はこちら

接種期間／4月1日㈫～令和8年3月31日㈫
令和7年度の対象者／町に住所があり、次の⑴⑵のいずれかに該当する方
⑴令和7年度に65・70・75・80・85・90・95・100歳以上になられる方
※定期接種として町の助成を受けられるのは接種対象年齢の1年間だけです

帯状疱疹ワクチンについて
　帯状疱疹ワクチンは2種類あり、どちらかのワクチンを選択して接種します。治療中の病気がある方は、どのワクチ
ンを接種するか主治医とご相談ください。
ワクチンの種類と接種回数、助成額

⑵60歳以上65歳未満の方で、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有
する方
※令和11年度までの間で対象となる年齢を迎える年度に接種できます
※令和12年度からの対象者は65歳の方のみとなります

65歳 昭和35年4月2日から昭和36年4月1日生まれ
70歳 昭和30年4月2日から昭和31年4月1日生まれ
75歳 昭和25年4月2日から昭和26年4月1日生まれ
80歳 昭和20年4月2日から昭和21年4月1日生まれ

種類 生ワクチン（皮下接種） 不活化ワクチン（筋肉内接種）

接種回数と間隔 1回 2回（2か月以上の間隔をあけて）

町助成額※1 4,000円 1回11,000円×2回

85歳 昭和15年4月2日から昭和16年4月1日生まれ
90歳 昭和10年4月2日から昭和11年4月1日生まれ
95歳 昭和5年4月2日から昭和6年4月1日生まれ
100歳以上 昭和元年4月1日以前生まれ

※不活化ワクチンの場合、2回の接種を接種期間内に受ける必要があります。期間を過ぎると助成を受けられませんの
でご注意ください。
問／健康福祉課健康支援係	☎72-4111

※1	接種料金から町助成額を引いた額が自己負担
額となります（各医療機関で接種料金は異なりま
す。予約の際にご確認ください）。生活保護を受給
されている方は自己負担はなく、予め申請が必要
です。

電子母子手帳アプリ「ゆざっ子すくすくダイアリー」

令和7年度より高齢者帯状疱疹ワクチン定期接種の一部助成がはじまります
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　生涯学習まちづくり出前講座は、町が行っている仕
事の中で、町民の皆さんが聞きたい内容を、町職員な
どが地域に出向いて説明し意見交換を行う事業です。
今年度は全73種類の魅力的な講座を用意しています
ので、お気軽に生涯学習センターにご相談ください。
対象／町内に在住、在勤、在学している5人以上の団
体グループなど
時間／午前9時～午後9時の2時間以内
場所／町内に限ります
講師／町職員（健康ウォーキングの講座をスポーツ推
進委員が行うなど、内容により適宜対応します）
講師料／無料
応募方法／申込書・メニュー一覧は町ホームページの
他、生涯学習センター、各地区まちづくりセンターで
配布しています。詳細は申込書をご覧ください
申・問／教育課社会教育係	☎72-2236

　町では、運転免許証を所有しない高齢者および運転
が困難な障がいを有する方の社会参加や生活圏の拡大
をすすめるため、タクシー利用券を交付しています。
交付要件
町内に住所を有し、かつ現に居住している方で、福祉
施設に入所していない次のいずれかに該当する方
①令和7年度内に65歳以上となる方で運転免許証(原
付含む)を所有していない方
②下記の障がいを有する方
　⑴身体障害者手帳の所持者で
　　ア上肢障害1級～3級の方
　　イ下肢・体幹および重複障害1級～5級の方
　　ウ視覚・内部障害(心臓、腎臓、肝臓、呼吸器)
　　　1級～6級の方
　⑵療育手帳の所持者および養護学校に通学している方
　⑶精神障害者保健福祉手帳の所持者
年間交付枚数
交付要件①に該当する方	42枚/年
交付要件②に該当する方	50枚/年
※いずれもすべて使い切った方には16枚の追加交付
を行います
申請に必要なもの
・本人確認書類
　（マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証など）
・障がいを証明する手帳（②に該当する方のみ）
申・問／健康福祉課福祉係	☎72-5884

　少年議会では、令和6年度の政策で町の新しいシン
ボルになるようなビッグフラッグを制作し、昨年12
月から町内各所で掲示させていただきました。今後も
多くの方に親しんでいただきたいという思いから掲示

　高齢者の健康保持や心身のやすらぎを図るため、
鍼・灸・マッサージなどの治療時に使用できる助成券
の交付を行っています。
対象者／令和7年度中に満70歳以上となる方
交付枚数／6枚　
※助成券は1枚あたり1,000円分とし、1回の施術につ
き1枚使用できます
申・問／健康福祉課福祉係	☎72-5884

　65歳以上の年金受給者で一定の要件を満たす方の
税金・保険料等は、年金からの引き去りにより納付い
ただいています。今年2月の年金から下記の税金・保
険料等が引き去りされている方については、令和7年
度の正式な額が決まるまで、引き続き4月・6月・8月
にも2月と同額が年金からの引き去りとなります（町
県民税については同額とならない場合があります）。
対象となる税金・保険料等
町県民税・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者
医療保険料
※今年2月の年金からの税・保険料等の引き去り額に
ついては、昨年度の納税通知書をご確認ください。な
お、今年4月から仮徴収が新規該当になる方には、4
月中旬までにお知らせをお送りします。令和7年度の
正式な税額・保険料額と10月以降の引き去り額は、7
月中旬に通知します
問／町民課課税係	☎72-5876

場所を募集してい
ます。興味のある
方はご連絡くださ
い。
問／教育課社会教
育係	
☎72-2236

生涯学習まちづくり出前講座

福祉タクシー事業 利用券交付

少年議会ビッグフラッグ掲示しませんか？

鍼・灸・マッサージ施術費助成

令和7年度 税金・保険料等が仮徴収されます
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　スポーツ大会で東北大会以上に選手として出場する方
は遊佐町スポーツ大会等参加補助金をご活用ください。
対象／町民の方で県大会以上の予選会などを経て、代
表として出場する東北大会以上のスポーツ大会
助成金額／交通費の2分の1以内（大会規模により上
限有）
申請方法／教育課社会教育係で用意している申請書お
よび必要書類を提出してください
※遊佐町立小中学校文化、体育大会選手派遣旅費等補
助金の交付対象となる大会は対象となりません
※庁舎に横断幕の設置も行っていますので、ご希望の
方はお知らせください
申・問／教育課社会教育係	☎72-2236

　運動を始めるきっかけがほしい！という方へ、とっ
ておきの講座です。
対象／60歳以上の方（現在何らかの病気で治療され
ている方は、主治医の許可をいただく場合あり）
期間／5月8日㈭～7月31日㈭	
※毎週木曜日週1回、全12回
定員	／20名程度　場所／生涯学習センター
時間／午前10時～11時
※初回のみ午前9時30分開始（午前9時15分受付）
内容	
●健康運動指導士などによる運動指導
●筋肉量・体脂肪率の測定	
●運動サークル体験など
参加費／無料　持ち物／内靴、飲み物、タオル
その他／動きやすい服装でお越しください。また、初
回に簡単な体力測定を行います
申込方法／4月25日㈮までに電話または
二次元コードe申請よりお申し込み
問／健康福祉課健康支援係	☎72-4111

　ママと赤ちゃんのヨガ教室をします。終了後は託児
をしますので、ママはゆっくり温泉やサウナに入って
ください。
対象／生後3か月くらいの赤ちゃんとママ
開催日／4月21日㈪、5月19日㈪、6月16日㈪
※その後も毎月1回程度開催予定
時間／集合	午前9時30分、体験	午前10時
ママ入浴		午前11時、解散	午前11時30分～正午
持ち物／着替え、おむつなど
参加費／各回2,000円	（体験料、入浴料、保険料含む）
※当日現金お支払い
申・問／あぽん西浜	☎77-3333

　あぽん西浜の営業時間が以下のとおり変わります。
営業時間

（変更後）午前6時～午後9時30分［最終受付 午後9時］
期間／4月1日㈫～10月31日㈮
問／あぽん西浜	☎77-3333

ゆざ健康
マイレージ
10ポイント

貯まります！

申込はこちら

昨年のはつらつ貯筋講座参加者の声

思いきって参加してみたら
楽しかった

体が軽くなった

筋肉がついて
体重が減った

仲間が
できた

自分に
自信がついた

　三川町に庄内地区動物愛護センターが開設されます。
本格稼働前に地域の皆さまを対象に施設の内覧会を実施
します。施設を見学できる貴重な機会です。動物愛護に
興味関心のある方はこの機会にぜひご参加ください。
日時／4月13日㈰	午後2時～4時
場所／庄内地区動物愛護センター（東田川郡三川町大字
横山字袖東7-1）※庄内総合支庁分庁舎敷地内にあります
申込方法／事前申込不要
その他／感染対策のためペット同伴はできません
当日午前中は式典などを行なうため、一般の方は上記
時間内でのみ内覧可能となります
問／庄内総合支庁生活衛生課乳肉衛生管理担当
☎0235-66-4748

スポーツ大会等参加補助金を活用ください

あぽん西浜 ママとベビーヨガ教室

あぽん西浜の営業時間が変更になります

体力アップ事業
「体力アップ にこトレ ～春コース～」

庄内地区動物愛護センターの内覧会

　4月1日㈫から遊佐駅の営業時間が以下のとおり変わりま
すのでお知らせします。ご理解ご協力をお願いします。
営業時間
（変更前）午前8時20分～午後6時
（変更後）午前8時20分～午後5時30分
問／遊佐鳥海観光協会	☎72-5666

遊佐駅の営業時間が変更になります

はつらつ貯筋講座がリニューアル！
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消防署より 住宅防火 命を守る 10のポイント

　町では、次のような運動を行います。皆さんくれぐ
れも火の用心をお願いします。　
●サイレンの吹鳴、消防団員による半鐘打鳴・防火ア
ナウンス
期間／4月9日㈬～15日㈫	午前7時、午後7時（1日2回）
●消防自動車の防火パレード
日時／4月6日㈰	午前9時～　
役場を出発し、町内全域を消防自動車が巡回広報します
問／総務課危機管理係	☎72-5895

4つの習慣
●寝たばこは絶対にしない、させない
●ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
●コンロを使うときは火のそばを離れない
●コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く
6つの対策
●	火災発生を防ぐため、コンロなどは安全装置付きの
機器を使用する
●	火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する
●	火災拡大を防ぐため、整理整頓、カーテンなどは防
炎品を使用する
●	火災の初期消火のため、消火器を設置し、使い方を
確認しておく
●	お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と方法を
確保し備える
●	防災訓練へ参加、戸別訪問により、地域ぐるみの防
火対策を行う

住宅用火災警報器、消火器の設置、維持管理
　すべての住宅で、寝室などへの住宅用火災警報器の
設置が義務となっています。設置されていないご家庭は
早急に設置を、設置しているご家庭は定期的に点検をし、
10年を目安に交換しましょう。また、火災の初期消火の
ため、消火器を設置し、使用方法を確認してください。
山火事予防について
　暖かい季節になると、山火事が増加します。枯れ草
などの火災の起こりやすい場所ではたき火をしない、
たばこは指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず消し、
投げ捨てしないなど、山火事予防に努めましょう。
その他
　春の火災予防運動について、詳しくは
消防本部ホームページをご確認ください。
問／酒田地区広域行政組合消防本部予防課	☎31-7146

　令和7年度に、国際クルーズ船が酒田港に過去最多
の計8回寄港予定です。お出迎え・お見送りのイベン
トや物産展などを開催しますので、ふ頭一般開放日に
はぜひ古湊ふ頭においでください。詳細は、酒田市ホー
ムページをご覧ください。

問／“プロスパーポートさかた”
ポートセールス協議会	☎023-630-2701

※本予定は予告なく変更となる場合があります。

4月8日㈫	シーボーン・クエスト
入港：午前8時　出港：午後5時

【ふ頭一般開放】午前7時30分～午後5時30分
4月12日㈯	ダイヤモンド・プリンセス
入港：午前8時　出港：午後6時

【ふ頭一般開放】午前7時30分～午後6時30分
5月28日㈬	ダイヤモンド・プリンセス
入港：午前8時　出港：	午後5時

【ふ頭一般開放】午前7時30分～午後5時30分
8月2日㈯	三井オーシャンフジ
入港：午前8時　出港：午後6時

【ふ頭一般開放】午前6時30分～午後6時30分
10月21日㈫	ウエステルダム
入港：午前10時　出港：午後6時

【ふ頭一般開放】午前9時30分～午後6時30分
10月23日㈭ セブンシーズ・エクスプローラー
入港：午前8時　出港：午後4時

【ふ頭一般開放】午前7時30分～午後4時30分
3月29日㈰	レガッタ
入港：午前7時　出港：午後3時30分

【ふ頭一般開放】未定
3月31日㈫	アザマラ・パシュート
入港：午前8時　出港：午後6時

【ふ頭一般開放】未定

初寄港

初寄港

初寄港

初寄港

　河川などの美化活動に取り組む団体を支援します。
対象／山形県が管理する河川や海岸区域の清掃、除草、
花の植栽などの活動を延長200m以上で実施する団体
支援内容／活動内容に応じて一定額を支払いします
詳しくは、下記お問い合わせ先まで
申込締切／5月9日㈮
問／庄内総合支庁河川砂防課	☎0235-66-5161

初寄港

詳細はこちら

　5月連休中は酒田地区広域行政組合ごみ処理施設へ
のごみの搬入が増え、混み合います。時間に余裕をもっ
て持ち込むか、日程をずらすなど、ごみ処理施設の混
雑・渋滞の軽減にご協力をお願いします。
問／酒田地区広域行政組合事務局管理課施設係	☎31-2882

4月9日㈬～22日㈫ 春の火災予防運動

令和7年度 酒田港への国際クルーズ船の寄港予定

連休中のごみ処理施設の混雑緩和にご協力を

河川愛護活動団体 募集
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　いぐさの輪づくりから笹巻き（たけのこ巻き）体験
をして試食します。自分で巻いた笹巻きは持ち帰り、
ご自宅で煮ていただきます。
日時／4月13日㈰	午前10時～午後1時
場所／しらい自然館
対象／一般
定員／15名
受講料／2,700円
持ち物／エプロン
申込締切／4月7日㈪　※定員になり次第締切
申・問／鳥海山おもしろ自然塾推進協議会事務局
（しらい自然館内）☎72-2069

　蕨岡修験と文化・文化財の信仰の歴史と足跡をたど
るウォーキングイベントです。ウォーキング終了後に
は美味しい「玉こんにゃく」が待っていますので、ぜ
ひご参加ください。
日時／4月20日㈰	午前9時～午後0時30分（予定）
場所／蕨岡まちづくりセンター前広場
定員／先着200名
申込締切／4月15日㈫
費用／300円（保険料他)	※高校生以下無料（当日受付）
申・問／蕨岡まちづくり協会
	☎72-2231		FAX72-4215

　こども意見箱は町内に在住・在学・在勤する小学生から18歳までが対象です。
町内の小学校、中学校、高校、生涯学習センターに設置しているほか、メールで
も受け付けています。メールの場合は氏名、年齢、学年、住んでいる地区、意見
を記入しお送りください。
問／企画課企画係	☎72-4523	*kikaku@town.yuza.lg.jp

意見 町の考え方

　スクールバスから降りるとき「降ります」の声が
届かず、バス停を通過することがあるので、何とか
して欲しい。
（小学6年生）

　バス運転手に意見があったことを伝え、文書を配付し、
あらためてバス運行ルールを徹底しました。
（教育課総務学事係）

　スクールバスの西浜線は車両が大きく席に余裕が
あるが、女鹿2線は車両が小さく補助席も使ってい
るので交換したほうが快適になると思う。女鹿2線
のバスを大きくできない理由があれば教えて欲しい。
（中学2年生）

　女鹿2線については運行経路上にある菅里橋が10t以下の
重量制限があるため、中型バスでの運行となっており、大
型バスとの交換は不可能な状況です。
（教育課総務学事係）

　普段町営スクールバスで遊佐高校に通学している。
高校の近くにバス停がないため、今後の生徒のため
に特別養護老人ホームゆうすいの前にバス停を作っ
て欲しい。
（高校3年生）

　バス停新設について、施設駐車場の入り口付近や交差点
付近にはバス停を設置することができないため、ゆうすい
付近の道路沿いは設置可能な場所はかなり限られます。また、
交通量が多く駐車場へ出入りする車があることから、バス
停を設置するには非常に危険な場所です。
　新しくバス停を設置したとしても、小中学校を経由した
後に停車する経路となるため、現在の遊佐駅前等の通過時
刻から最低でも10分程度、路線によっては20分程度遅くな
ると見込まれます。
　以上のことから、ご要望に沿う形でバス停を新設し、路
線を変更することは困難と考えています。
（教育課総務学事係）

「鳥海山 おもしろ自然塾」笹巻き体験教室蕨岡修験道ウォーク2025

こども意見箱への意見と町の考え方（令和6年12月～令和7年2月受付分）



町政 I n f o r m a t i o n

  2025. 4. 1 広報ゆざ ● 22

※令和7年度より、3～4か月児健診と9～10か月児健診が同
時開催されます

※幼児の健診においでの際は歯みがきをすませ、歯ブラシを
ご持参ください

※受付時間などの詳細は個別の案内を参照してください
※状況により健診日が変更になる場合があります
※母子健康手帳の交付について
・母子健康手帳は妊娠11週までに交付を受けましょう
・母子健康手帳の交付（妊娠届）は、毎週月曜日午後
1時30分～3時に行います
・月曜日に都合がつかない方は、事前にお電話をください
・マイナンバーがわかるもの（マイナンバーカードまたは
通知カード）、運転免許証、妊婦名義の振込先口座が確
認できる書類（通帳またはキャッシュカード）をお持ち
ください
・令和7年4月から出産応援給付金が「妊婦応援給付金」
となります
電子母子手帳アプリ「母子モ」
ダウンロード用二次元コード（ios・android共有）
問／健康福祉課健康支援係	☎72-4111

期　日 事　業　名 対　　　象

4月11日㈮ 2歳6か月児歯科健診 令和4年7月～9月生まれの方

4月15日㈫
3～4か月児健診 令和6年12月

～令和7年1月生まれの方

9～10か月児健診 令和6年7月～8月生まれの方

5月15日㈭ 2歳児歯科健診 令和5年1月～4月生まれの方

健康カレンダー		健康カレンダー		

　令和6年7月25日の豪雨災害に対し、町、JA庄内みどり、生活クラブ連合会の3者が締結し
た共同宣言に基づいた、復興支援活動の報告会が2月10日に開催されました。
　豪雨災害復興支援活動は昨年9月1日～10月15日にかけて実施され、延べ作業人数256
名もの全国の生活クラブ組合員や職員がボランティアとして活動しました。田んぼやハウ
スの流入物撤去や農道から流れ込んだ砂利の撤去、コンバインが入れなくなった田んぼ
での刈り取り補助などを実施し、支援を受けた田んぼの稲刈りまでたどり着くことができ
ました。また、鮭孵

ふ

化場の泥出しや、パプリカの援農、遊佐町・酒田市のボランティアセン
ターで住居のゴミ出しなどにも参加しました。
　報告会会場には、支援活動に関わった63人とオンラインで全国から72人が参加しま
した。支援活動を実施した各団体からのメッセージの後、受け入れ生産者、活動に参加
した生活クラブ組合員、JA庄内みどり、町によるパネルディスカッションを行い、それ
ぞれの立場から今回の活動について振り返りました。最後に生産者11名からのビデオ
レターが上映され、思いのこもった言葉で感謝が伝えられました。
　今回の支援活動は、生活クラブと遊佐町の農業との間の50年以上の人と人との繋が
りと、生活クラブ組合員によるカンパ金によって実現できました。今後は災害や支援活
動について若い世代に語り継ぎ、災害に強いまちづくりを進めていきます。
　今回の報告会のレポートは二次元コードから、活動関係者の声を
まとめた報告書は企画課前棚でご覧ください。 詳細はこちら

問／支援活動報告会や共同宣
言について	企画課企画係
☎72-4523

支援活動中の様子
（田んぼ流入物の撤去）

パネルディスカッションの様子

１ マスターホーム株式会社 様  令和7年2月12日受領	
代表取締役	佐藤	敏	様　本社所在地	酒田市下安町17-10
寄附金額は企業様の希望により非公開とさせていただきます
２ 株式会社山形ビルサービス庄内支社 様 
令和7年2月14日受領	
専務取締役	阿部	一巳	様
本社所在地	酒田市京田一丁目2番地の7
寄附金額	20万円
３ 株式会社庄内給食センター 様  令和7年2月14日受領	
代表取締役	弦巻	伸	様
本社所在地	酒田市大宮町1丁目6番地1
寄附金額は企業様の希望により非公開とさせていただきます　
４ 株式会社大商金山牧場 様  令和7年2月28日受領	
代表取締役	小野木	重弥	様
本社所在地	庄内町家根合字中荒田21-2
寄附金額は企業様の希望により非公開とさせていただきます
５ 仮設機材工業株式会社 様  令和7年3月3日受領	
代表取締役 西村	修	様
本社所在地	酒田市こがね町1丁目22番12号
寄附金額	100万円
６ 株式会社メカニック 様  令和7年3月10日受領	
代表取締役	佐藤	優	様　本社所在地	酒田市砂越字中台70番地
寄附金額	100万円
問／産業課産業創造係	☎72-4522

庄内豪雨災害復興支援活動報告会

企業版ふるさと納税にご寄附をいただきました



町政 I n f o r m a t i o n

23 ● 2025. 4. 1 広報ゆざ

保育園 申・問
遊佐保育園	☎72-2248　藤崎保育園	☎76-2008
吹浦保育園	☎77-2031
子どもセンター	☎72-5858
子育て支援センター（子どもセンター内）	☎72-2809	
▶育児相談（電話・面接）毎週月曜日～土曜日
午前9時～午後5時

生涯学習センター
☎72‒2236

日 時　間 事　　項
		1日㈫ 町民体育館一般開放日
		5日㈯	 8:00～ 第12回庄内みどり旗杯中学硬式野球大会（サンスポ）～6日まで
		6日㈰	 14:00～ 遊佐町消防団新入団研修会（町体）
12日㈯ 8:00～ 第17回栗山杯学童野球大会（サンスポ）

15日㈫ 8:30～ 第21回桜祭りゲートボール大会（町体芝）
町民体育館一般開放日

19日㈯ 8:00～
8:30～

日本リトルシニア中学校硬式野球山形県支部大会（サンスポ）～20日まで
酒田光陵杯争奪高等学校剣道大会（町体）～20日まで

27日㈰	 8:00～
8:20～

遊佐町野球連盟春季大会（サンスポ）
第69回山形県縦断駅伝競走大会（月光橋スタート）	～29日まで

29日（火・祝）	 昭和の日

トレーニングルーム相談日
町民体育館	4月2日㈬・9日㈬・19日㈯・23日㈬	午後6時30分～7時30分
※参加希望の方は、午後6時20分まで町民体育館2階事務室で受付をすませてください。

事　業 日　時 場　所 対　象 内　容 申込締切

すくすくクラブ
「顔合わせ会」

8日㈫ 
午前10時～

子どもセンター
集会室

未就園児の
親子

「すくすくクラブ」はサークル活動です。メンバーは随時募集してい
ます。興味のある方はスタッフまで声をかけてくださいね

らくらく
育児講座

「ペタペタ
  アート」

11日㈮
①午前9時30分
～10時15分
②午前10時30分
～11時15分　

子どもセンター
集会室

3か月頃からの
未就園児の
親子
先着10組

講師はペタペタアートアドバイザーの土門実
奈さんです。お子さんの足形で「こどもの日」
のかわいい作品を作りませんか？1回目と2
回目の入れ替え制のため、申し込み時に希望
の時間をお聞きします
※材料費500円は当日集金します
＊参加者は①午前9時20分 ②午前10時20分ま
でお集まりください

3月21日㈮
～4月4日㈮
▶申込／子育て支援
センター

あそびの広場
「ふれあいあそび
 ＆かぶと作り」

16日㈬ 
午前10時
～10時45分　

子どもセンター
集会室

3か月頃からの
未就園児の
親子
先着8～10組

季節のうたを歌ったり、ふれあいあそびをし
たり、身近な素材を使って作った手作りおも
ちゃで楽しく遊びましょう
＊参加者は午前9時50分までお集まりください

4月1日㈫
～4月14日㈪
▶申込／子育て支援
センター

0・1広場
18日㈮ 
午前9時30分
～11時30分

子どもセンター
集会室

0～1歳児の
親子

身体測定、離乳食相談もできます。今年度も助
産師さんによる母乳、ミルク相談も行ってい
ます。個別のおっぱいケアをご希望の方は事
前に予約が必要となります
▶持ち物／母子手帳とフェイスタオル

おっぱいケアのみ
要予約（2名様まで）
▶申込／健康福祉課
健康支援係
☎72-4111

センター事業
「骨盤
  ストレッチ」

25日㈮
午前10時
～10時45分

子どもセンター
集会室

3か月頃からの
未就園児の
親子
先着5組
（託児あり）

講師はボディケアサロンCananaの祢津香奈
さんです。骨盤まわりの筋肉をほぐしてリ
ラックスしませんか
▶持ち物／飲み物、汗拭き用タオル、動きやす
い服装など
＊参加者は午前9時50分までお集まりください

4月4日㈮
～4月18日㈮
▶申込／子育て支援
センター

子どもセンター
●開館時間／午前9時～午後5時　※12月29日～1月3日の年末年始休館を除く全日（平日：
午後4時45分から幼児室のお片づけ　土日祝日：午後4時25分から幼児室のお片づけ・清
掃・消毒作業）●未就学児、小学生のお子さんとその家族の皆さんであればどなたでもご
利用できます	●未就学児のお子さんは、必ず保護者の付き添いのもと危険の
ないように遊ばせてくださるようお願いします
※各事業の詳細は支援センター発行の「わくわくめーる」でお知らせしてい
ます。町のホームページでも閲覧できます		　

子育てカレンダー子育てカレンダー

生涯学習カレンダー生涯学習カレンダー 4月

4月

旧青山本邸 ☎75-	3145
7日㈪・14日㈪
21日㈪・28日㈪

町民体育館 ☎72-5454
14日㈪・28日㈪

総合福祉センター ☎72-	4715
土日・祝日はお休みです。
※介護保険の事務所は
営業しています。

あぽん西浜	☎77-	3333
14日㈪・28日㈪

詳細はこちら

休館日のご案内
町の
施設

◎令和5年度より、のびのび広場で行っていた2歳以上の身体測定は期日を設けず、事業のない平日の午前中に行っています。
◎わくわくらんどは4月4日㈮午前10時30分頃から始まります。何をするかはお楽しみに！ ※各事業の内容は毎月広報ゆざでお知らせしますが、日程な
どが変更になる場合もありますので、ご了承ください。
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　ハンガリー派遣事業の事前研修の一環として、ハン
ガリー歴史文化講座が生涯学習センターで行われまし
た。講師には、平成6年に遊佐町で初の国際理解教育
推進員を務めたクリスティーナ氏（現リスト・ハンガ
リー文化センター東京所長）を迎えました。ハンガリー
の歴史や文化を学んだ後、これまでの研修で学んだマ
ジャール語のあいさつを披露するなど充実した研修と
なりました。

　遊佐で遊ぶ会「鮭稚魚放流会」(NPO法人いなか暮
らし遊佐応援団主催)が枡川鮭人工孵化場にて行われ
ました。参加者は5センチ程度に育った鮭の稚魚を
「いってらっしゃい！」、「大きくなってまた会おうね」
と4年後の再会を願いながら放流しました。その後は
生涯学習センターに移動し、冬の郷土料理である「寒
だら汁」や「鱈の子炒り」などを食べながら、参加者
同士の交流を楽しみました。

　ママと赤ちゃんのためのベビーマッサージがあぽん
西浜で行われました。講師に長堀里奈先生（上級メン
タルケアリスト）をお招きし、ベビーマッサージやベ
ビーヨガ、産後ママヨガなどを体験しました。ヨガが
後半に差し掛かるとママたちからは「けっこうキツイ」
という声が上がり、ママたちの体幹も鍛えられたよう
でした。

　地域おこし協力隊活動報告会が役場で行われました。
報告会では「DX推進支援」、「遊佐高生活支援」、「ジ
オパーク活動推進」、「情報発信・水循環保全」とそれ
ぞれの業務内容が伝えられました。参加者からは「業
務以外にもたくさんの活動をしていて驚いた。今後も
町を盛り上げてもらいたい」という声が聞かれ、今後
のさらなる活躍に期待が寄せられます。
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　「町民ワークショップ」が稲川まちづくりセンター
で行われました。町在住の町民約30名が参加し、グ
ループワークを通じて、遊佐町の地域性・住民同士の
繋がり・暮らし方について再認識し、未来に残したい
町の姿やまちづくりの方向性について整理しました。
　ワークショップで出た意見は、来年度に策定する「遊
佐町総合発展計画（第9次振興計画）」の計画づくり
の資料として活用します。

　「遊佐町の未来を考えよう」と題した発表会が遊佐
小学校で行われました。遊佐町の課題について10班
に分かれて発表し、その解決方法について考えました。
少子高齢化や観光、災害など、多様な視点から課題を
捉えており、伝統文化を知ってもらうために発表した
グループでは、アマハゲを使ったドーナッツを売って
宣伝するといった個性的な意見が出ました。
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　庄内風力発電株式会社（代表取締役	前川聡氏）と
株式会社庄内環境エネルギー（代表取締役	加藤聡氏）
より、600万円の寄附をいただきました。
　両社は町内の十里塚・白木にある8基の風力発電機
の管理運営を行っている会社で、町の環境保全活動に
役立ててほしいとご寄附いただきました。いただいた
お金は基金として積み立て、環境保全のために活用し
ていきます。

　モンテディオ山形ホーム開幕戦がNDソフトスタジ
アムで行われました。当日は15,000人を超えるサポー
ターがスタジアムに集まり声援を送りました。試合は
4-2で勝利し、次節に期待の持てる一戦となりました。
　4月5日㈯は庄内地区応援デーとなっており、庄内
地区にお住いの方は半額で試合を観戦することができ
ます。ぜひこの機会にお越しください。

　『令和6年度コミュニティ・スクールと地域学校協
働活動の一体的推進に係る文部科学大臣表彰』が文部
科学省で行われました。遊佐中学校学校運営協議会と
遊佐町地域学校協働本部のこれまでの活動が、「地域
とともにある学校づくり」「学校を核とした地域づく
り」につながり、未来を担う子どもたちの成長を地域
全体で支えていると評価されました。
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　3月2日に、令和7年度山形県シニア・ジュニアスキー
技術選手権大会が蔵王温泉スキー場で行われました。
この大会は、スキーヤーの自由な表現から生まれるス
キー技術の“巧さとその進化”を競い合うものです。町
から出場した佐

さ
藤
とう
佳
よし
果
か
さん（高瀬小6年）がジュニア

女子総合3位、佐
さ
藤
とう
颯
そう
太
た
さん（遊佐中2年）がジュニ

ア男子総合3位を受賞しました。町からは初めての受
賞となります。



町政 I n f o r m a t i o n

町民の声

  2025. 4. 1 広報ゆざ ● 26

Q　旧朝日橋の橋脚にスプレーで書いたと思われる
悪戯書きがありました。鳥海山の眺めが良い場所

ということもあり、散歩をする人や観光客が歩く場所と
なっています。早急にご対応よろしくお願いします。

Q　遊佐町は県で随一の孟宗竹の産地です。孟宗竹
の瓶詰加工はありますが、ラーメンのメンマを特

産品にして、ラーメン県といわれる山形で販売展開でき
ないでしょうか。 Q　議会運営について以下の3点について要望があ

ります。
①町の人口が減少している状況で議員定数が妥当かど
うかご検討いただきたいです。
②町政に町民の声が反映されていないので、町民と議会
の懇談会を年4回開催してもらいたいです。
③議員が行政視察で学んだことを先頭にたって町民を
引っ張ってもらいたいです。

Q　遊佐駅にエレベーターまたはエスカレーターを設
置してください。

A　旧朝日橋管理者である庄内総合支庁道路計画課へ報告したところ、悪戯書きが見えないように対応
する予定とのことでした。今後も、安全安心のまちづく
りへの取り組みに努めて参りますので、町民の皆さまの
ご協力をよろしくお願いします。

A　町では現在、放置竹林を解消しながら、メンマ製造に取り組む民間事業者がいらっしゃいます。穂先
メンマを製造して町内のラーメン店に卸しており、規模
拡大の事業計画を進めていると伺っております。放置竹
林という地域課題を解決してビジネスにするという、
ラーメン県の山形にマッチした優れた事業であります
ので、町としても出来る範囲での、支援をしたいと考え
ております。 A　議会に対してご意見をいただき、ありがとうございます。

　議員定数の削減については、現時点では考えておりま
せん。人口減少が進んでいる中で今後の大きな課題と捉
えております。また、「町民と議会の懇談会」についても、
「町への政策提言」を翌年の振興計画に反映させるべく、
9月議会に提出したいとの観点から、年1回の開催に留
まっている状況です。複数開催ができるかどうか、議会
日程の見直しも含め、今後検討して参ります。
　行政視察について、昨年は7月の大雨災害により実施
できませんでしたが、通常であれば２つの常任委員会で
実施し、その研修結果を町のホームページにて公開して
おります。ぜひご覧いただきたいと存じます。
　これからも、町民の負託に応えるべく議員活動を行っ
てまいりますので、ご意見や困りごとなどお気づきのこ
とがありましたら、お近くの議員や議会事務局までお寄
せください。

A　遊佐駅舎を兼ねている、ゆざ元町地域交流センターをご利用いただきありがとうございます。ゆざ
元町地域交流センターは2階が遊佐町商工会の事務所
ですが、ご要望のエレベーターとエスカレーターは利用
状況から、設置費用と維持経費に対して効果が乏しいと
判断せざるを得ません。階段の昇り降りが大変な方につ
いては、商工会職員が１階に降りての応接も可能でござ
いますのでお申し付けください。今後とも施設利用につ
いて、利便性の向上に努めてまいります。問／地域生活課土木係 ☎72-3327

問／産業課産業創造係 ☎72-4522

問／議会事務局 ☎72-5889

問／産業課産業創造係 ☎72-4522

旧朝日橋の悪戯書きについて （匿名）

孟宗竹の活用について （匿名）

議会の運営について （匿名）

遊佐駅の利用について （匿名）

　町政に対する、建設的なご意見やご提案をお寄
せください。お寄せいただいたご意見、ご提案は、
今後の町政を進める上での参考とするとともに、
回答が必要なものについては、担当課からお答え
します。
　ただし、お名前・ご住所・連絡先の記載がないと
回答できない場合がございます。匿名・ペンネーム
でも可能ですので、ご協力をよろしくお願いします。
問／企画課企画係	☎72-4523　FAX	72-3315
　　*koho@town.yuza.lg.jp

あなたの声をお聞かせください！

折込ハガキ以外にも、メール、FAX、郵便で受け付けます
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日時／4月～8月の土曜日4日程
（要問い合せまたはホームページ参照）
講師
武田真理子 氏（東北公益文科大学	教授）
加留部貴行 氏
（九州大学大学院	統合新領域学府	客員教授）
栗原　穂子 氏（NPO法人ぼらんたす	理事・事務局長）
内容／ファシリテーションの理論とスキルを学び、身
近なコミュニティの課題解決に向けた事業（ワーク
ショップ）の企画・立案、準備・運営、ふりかえりの
一連の過程を実際に体験していきます
受講料／30,000円
申込期間／3月17日㈪～4月16日㈬
その他／関連する科目とセットで受講できるプログラ
ムも用意しています。詳しくはお問い合わせください

　共創の技法

　NPO・非営利組織論
日時／4月26日㈯ 午前10時～11時30分
講師／今野純太郎 氏（認定NPO法人Switch共同代表）
内容／若者が希望を持ち、多様な価値観を尊重し合え
るwell-beingな社会づくりに、行政・大学・高校・N
PO・企業・専門家・関係機関がどのように連携し、
成果をあげているのか、最前線の実践例から学びます
受講料／2,000円
申込期間／4月7日㈪～20日㈰
申・問／東北公益文科大学大学院事務室
☎0235-29-0555

事業名
①ボランティアスタッフ講習会	1
②エンジョイ金峯山登山	1
③エンジョイ鳥海山麓トレッキング
日時／①4月26日㈯～27日㈰
　　　②5月11日㈰	午前9時～午後3時
　　　③5月24日㈯	午前9時～午後3時
場所／①②金峰少年自然の家（鶴岡市高坂字杉ヶ沢54-1）
　　　③高瀬峡　※集合場所は海浜自然の家
	 　　　　　（遊佐町菅里字菅野299）
対象／①高校生、大学生、一般
　　　②③小学生以上の親子・家族、高校生以上の方
内容
①野外活動の実技研修、ボランティアスタッフ活動の
説明など
②自然豊かな金峯山の登山を通じて、里山の自然に親
しむと共に参加者の交流を図ります
③自然豊かな高瀬峡のトレッキングを通じて、里山の
自然に親しむと共に参加者の交流を図ります
定員／①20名、②25名、③20名	※全て応募多数の場
合は抽選
参加費
①全日程参加3,800円
②1,000円（保険料＋孟宗汁）、③200円（保険料込）
申込期間
①4月1日㈫～11日㈮、②4月9日㈬～22日㈫
③4月10日㈭～20日㈰
申込方法
①②は金峰少年自然の家、
③は海浜自然の家
ホームページの申込フォームより
※詳細はホームページをご覧ください
問／金峰少年自然の家
☎0235-24-2400・2401

期日／5月4日（日・祝）・5日（月・祝）
　見ているだけの祭りはもう卒業。あなたも伝統ある
吹浦まつりに参加して、みんなで地元を盛り上げま
しょう。まつり好きな方を募集中です。お気軽にご連
絡ください。
問／吹浦田楽保存会（花笠舞）
中村	☎77-2253

日時／4月25日㈮　午後3時～7時
場所／東北労働金庫酒田支店（酒田市千石町1-12-30）
対象／酒田、飽海地域に居住またはお勤めの方
定員／事前予約制（先着8名）
対応弁護士／東海林正樹	氏
申込締切／4月24日㈭
※定員になり次第、受付終了
申・問／東北労働金庫酒田支店	☎22-0321

東北公益文科大学大学院
修士課程科目

「共創の技法」・「NPO・非営利組織論」公開

金峰少年自然の家 イベント情報

吹浦まつりの主役は君だ！勤労者無料法律相談
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　危険物取扱者・消防設備士の義務として消防法令で
は、免状交付の日から10年ごとに写真の書換えをし
なければならない規定となっています。
　免状の写真下欄記載の期限を確認の上、速やかに手
続きをされるようお知らせします。
問／（一財）消防試験研究センター山形県支部
　　☎023-631-0761

危険物取扱者・消防設備士の免状をお持ちの皆さまへ

セレモニーホール遊佐
遊佐町遊佐字川端6番地 お問合せ ☎0120-247633

◆大切な思い出の品のご供養をお手伝いさせていただきます。
◆受付時間　10：00～11：30
◆読経開始　11：45～
◆供養料金：1点300円、4～10点1,200円、11～20点1,500円（すべて税込み）
◆お預かりできる一例：お人形、ぬいぐるみ、手作り作品や手紙、先祖代々の遺影
　（額はお受けできかねます）など
◆詳しい内容についてはお問い合わせください。
◆ご葬儀についてご相談、お見積もりも承ります。
◆イベントご来場のうえ、アークベル会員にご入会いただいた方に焼菓子の
　プレゼントがございます。

◆大切な思い出の品のご供養をお手伝いさせていただきます。
◆受付時間　10：00～11：30
◆読経開始　11：45～
◆供養料金：1点300円、4～10点1,200円、11～20点1,500円（すべて税込み）
◆お預かりできる一例：お人形、ぬいぐるみ、手作り作品や手紙、先祖代々の遺影
　（額はお受けできかねます）など
◆詳しい内容についてはお問い合わせください。
◆ご葬儀についてご相談、お見積もりも承ります。
◆イベントご来場のうえ、アークベル会員にご入会いただいた方に焼菓子の
　プレゼントがございます。

おもいで供養 【要予約】4月27日㈰ 10:00~13:30

華み寿㐂　再開のお知らせ
2024年7月25日に発生した水害により休業しておりましたが、

3月31日より営業再開の運びとなりました。
　多くの皆さまのご支援、作業のお手伝いに感謝の気持ちでいっぱいです。

ランチ、各種宴会、法要、祝い事等、ご予約お待ちしております！

華み寿㐂（遊佐町遊佐字舞鶴114-1）☎0234－72－4187

広
告

広
告

　空き家に関するご相談、
ご依頼などお気軽にお問
い合わせください。お近
くの相談員が対応します。
受付時間
午前10時～午後4時（平日のみ）
問／（公社）全日本不動産協会山形県本部
☎023-665-0100

空き家相談窓口

物件情報／ 遊佐字田子10-2、2階、4階、3ＤＫ、59.3㎡、
昭和54年築

入居申込資格
現に同居または同居しよう
とする親族があり収入が公
営住宅法に適合するもの
受付期間
4月14日㈪～18日㈮
抽選会／4月30日㈬ 
　　　　※倍率優遇あり
入居時期／7月上旬
問／県すまい・まちづくり公社庄内地域管理事務所
　　（庄内総合支庁内） ☎0235-66-3210

日時／4月13日㈰ 午前8時～午後3時（一般開放）
場所／神町駐屯地（東根市神町南3-1-1）
内容
・駐屯地一般開放
・詳細は、第6師団ホームページに掲載

その他
・ 車でのご来場の際は混雑が予想されますので、ホー

ムページから入場口を確認していただき、東門から
の入場をお勧めします

・ さくらんぼ東根駅、天童駅から無料シャトルバスを
ご用意していますので、ご利用ください
問／記念行事実行委員会 ☎0237-48-1151（内線5291）

県営住宅入居者募集

第6師団創隊63周年・神町駐屯地創立69周年記念行事
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日本生命保険相互会社　遊佐営業部
募集職種 保険営業（ニッセイトータルパートナー）

資 格 原則採用時満54歳未満（職務経験不問）

勤務時間 午前9時～午後5時（休憩60分）

交 通 費 通勤交通費補助支給（月額5万円まで）

給 与 17.4万円～19.4万円

賞 与 年2回支給

休 日 週休2日制、年末年始

休 暇 有給休暇、夏季休暇

福利厚生 健康保険、厚生年金保険、労災保険、雇用保険、退職
手当、退職年金制度、育児休業制度、介護休業制度

問
社内見学 随時実施中。お気軽にお問い合わせください
日本生命保険相互会社 遊佐営業部（遊佐町遊佐字
鶴田53-8） ☎72-2475

土門医院
募集職種 看護職員

就業時間
①午前8時30分～午後6時
　月・火・水・金（休憩時間120分）
②午前8時30分～正午　木・土

休 日 日、祝、木曜午後と土曜午後

休 暇 年末年始12月30日～1月3日
年次有給休暇　6か月継続勤務した場合10日

給 与 委細面談、20日締切、25日支払
通勤手当、職務手当、育児手当、昇給4月、賞与2回

待 遇 厚生年金、健康保険、厚生基金、雇用保険、中退共済、
制服貸与、健康診断

年 齢 不問

問 土門医院（遊佐町庄泉字開元65） ☎76-2325

職種・人数 看護員（正職員）若干名

資格要件 看護師または、准看護師資格が必要
普通自動車免許は必須

業務内容 施設利用者の日常介護、看護
給与待遇 遊佐厚生会「職員給与支給規程」による(各種手当て有り)
賞 与 年2回（令和6年度一般実績 4.15か月）

休日休暇 週休2日制（シフトによる）、夏季休暇
年末・年始休暇（令和6年度年間休日数125日）

福利厚生 健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
財形、定期健康診断、育児休暇・介護休暇など

自衛官募集

募
集
職
種

①予備自衛官補（一般・技能）
特色／本業や学業の合間に訓練を受けて予備自衛官を
　　　目指せます
対象／一般：18歳以上52歳未満の男女（学歴不問）
　　　技能：18歳以上53～55歳未満の男女
　　　※保有資格・技能により年齢上限が変動
　　　　事前にご相談ください
Ｗｅｂ試験／一般：4月10日㈭～15日㈫のうち一日
　　　　　 技能：4月19日㈯
申込期限／4月8日㈫

②一般幹部候補生（一般（専門・飛行含む）・歯科・薬剤科）
特色／入隊後約1年の教育訓練を経て幹部自衛官（キャリア組）
　　　 になれます
対象／20歳以上26歳未満の大卒（見込含）
　　　または28歳未満の院卒（見込含）の男女
試験／4月12日㈯、13日㈰（飛行要員）
申込期限／4月4日㈮

③幹部候補曹
特色／現場で実務経験を積みながら幹部自衛官（キャリア組）
　　　 に昇任します
対象／20歳以上33歳未満の男女（学歴不問）
試験／4月12日㈯
申込期限／4月4日㈮

募
集
職
種

④一般曹候補生
特色／比較的早く昇任できるほか、時間をかけて専門分
　　　野を極められます
対象／33歳未満の男女（学歴不問）
　　　※32歳の方は事前にご相談ください
Ｗｅｂ試験／5月17日㈯～21日㈬のうち一日
申込期限／5月7日㈬

⑤自衛官候補生（任期制隊員）
特色／短期間でまとまったお金を貯めたい方にお勧めです
対象／33歳未満の男女（学歴不問）
　　　※32歳の方は事前にご相談ください
Ｗｅｂ試験／5月16日㈮～18日㈰のうち一日
口述・身体検査／5月24日㈯、25日㈰のうち指定する日
申込期限／5月8日㈭

⑥キャリア採用幹部・技術曹
特色／民間企業等で培った知識・技能を活かし、エキス
　　　パートとして活躍できます
対象／ＩＴ、電気、建築、整備（自動車、航空機）、衛生（看
　　　護師、助産師、作業療法士等）等の実務経験また
　　　は関連する資格・免許を有する男女（細部条件に
　　　ついては事前にお問い合わせください）
試験／6月9日㈪～12日㈭のうち指定する日
申込締切／5月16日㈮

共通事項 日本国籍を有すること

採用時期 別示
申・問 自衛隊酒田地域事務所 ☎27-3532

雇用の広 場

社会福祉法人　遊佐厚生会
勤 務 地 社会福祉法人遊佐厚生会が経営する施設（遊佐町内）

提出書類
①受験申込書　②履歴書　③有資格証明書写し

（①、②は遊佐厚生会ホームページ
www.yuzakousｅikai.or.jpよりダウンロード可）

締 切 採用者決定次第締切

試験内容 面接試験（応募者と話し合いの上設定します）

採用予定日 面接後決定します

問
社会福祉法人 遊佐厚生会
法人本部事務局（月光園内）
担当：佐藤 ☎72-5611
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最
初

の
大
き
な
お
祭
り
で
す
。
県
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
「
蕨
岡
延
年
の
舞
」
が
奉
納

さ
れ
る
な
ど
、
遠
方
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
お
祭
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
40
人

ほ
ど
で
御
幣
を
引
っ
張
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
今
は
人
が
少
な

く
な
り
12
人
ほ
ど
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

―
か
つ
て
は
鳥
海
山
の
蕨
岡

修
験
と
し
て
栄
え
た
と
か
。

伊
藤　
今
で
も
当
時
の
面
影
を

残
す
大だ
い

泉せ
ん

坊ぼ
う

長な
が

屋や

門も
ん

や
石
段
、

石
碑
な
ど
が
あ
り
、
国
指
定
史

跡
鳥
海
山
を
構
成
す
る
蕨
岡
口

の
宮
と
龍
頭
寺
を
含
め
散
策
に

は
お
勧
め
の
場
所
で
す
。
4
月

下
旬
に
は
「
修
験
道
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
催
さ
れ
、
見
応
え
の
あ
る

W
坂
の
桜
や
山
野
草
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
歩
い
て
い

た
だ
き
、
蕨
岡
修
験
と
文
化
を

感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

―
今
後
の
抱
負
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

伊
藤　
区
長
と
し
て
の
役
目
は

こ
こ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
上
蕨

岡
の
大
御
幣
祭
は
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
の
積
み
重
ね
を
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

上蕨岡蕨岡地区 世帯数：53

遊佐町には109の集落があります。それぞれの集落に
特色があり、隠れた名所から面白い人まで、その集落
に住んでいないと分からないことがたくさんありま
す。そんな集落を区長さんにインタビュー形式で紹介
してもらうコーナーです。

伊藤区長

次
回
は
あ
な
た
の
集
落
か
も
し

れ
ま
せ
ん
…
。
次
号
も
お
楽
し

み
に
！

い
き
い
き
元
気
教
室

（
春
コ
ー
ス
）

始
ま
り
ま
す
！

内
容
／
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
心
身
の
機

能
低
下
予
防
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

対
象
／
要
支
援
1
・
2
の
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
、「
基
本
チ
ェッ
ク

リ
ス
ト
」
で
事
業
対
象
者
と
判
定
さ

れ
た
方
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

さ
れ
て
い
な
い
方

【
遊
佐
会
場
（
ゆ
う
す
い
）】

日
時
／
5
月
14
日
㈬
～
7
月
30
日
㈬

毎
週
水
曜
日　
午
前
9
時
30
分
～
11

時
30
分

定
員
／
12
名
“
栄
養
と
体
力
改
善
、

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
”	

【
酒
田
会
場
（
福
祉
の
ひ
ろ
ば
）】

日
時
／
5
月
13
日
㈫
～
7
月
29
日
㈫

毎
週
火
曜
日　
午
後
1
時
30
分
～
3

時
30
分

定
員
／
６
名
“
足
腰
筋
力
ア
ッ
プ
で

介
護
予
防
”	

参
加
料
／
1
回
利
用
ご
と
に
3
5
0
円

（
徴
収
方
法
は
会
場
で
異
な
り
ま
す
）

そ
の
他
／
送
迎
も
し
ま
す

申
込
期
間
／
4
月
3
日
㈭
～
17
日
㈭

問
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

す
い	

☎
71-

2
1
3
0

　
「
特
に
や
る
事
も
な
ぐ
で
テ
レ
ビ
観
で

ん
な
よ
」、「
ま
ず
、
他
の
人
と
会
っ
て

話
す
る
ご
ど
も
ね
ぇ
も
ん
だ
し
」、「
で
っ

て
、
す
ぐ
忘
れ
ん
な
よ
の
」
な
ど
の
活

動
不
足
を
感
じ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

町
で
は
介
護
予
防
の
た
め
の
「
い
き
い

き
元
気
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ら
さ
ら
と
い
は
ず
こ
ろ
こ
ろ
春
の
水

�

鈴
木
　
陽
子

菜
の
花
や
尽
き
る
こ
と
な
く
堰
の
水

�

畠
中
　
英
子

春
の
水
マ
イ
ム
マ
イ
ム
と
踊
り
け
り

�

樋
口
　
信
義

近
頃
の
夫
は
甘
党
桜
餅

�

青
葉
　
信
子

春
風
に
渡
る
松
籟
重
低
音

�

伊
藤
　
和
子

直
線
に
飛
ぶ
術す

べ
の
み
の
雉き

ぎ
すか

な

�

小
松
　
惠
子

春
の
水
リ
ズ
ム
に
乗
り
て
大
海
へ

�

齋
藤
弥
志
夫

荷
の
多
き
旅
の
準
備
や
春
の
雪

�

佐
藤
久
美
子

ち
よ
つ
と
い
ま
此
処
に
と
ま
つ
て
春
の
蝶

�

佐
藤
ひ
と
み

薇
ぜ
ん
ま
いを

ひ
と
つ
に
束
ね
背
負
ひ
来
る

�

菅
原
　
俊
子

懐
か
し
や
虎も
が
り落
笛ぶ
え
聞
く
里
の
村

�

渋
谷
　
良
一

一
般
募
集
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鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定

商
品
「
ぺ
ろ
っ
と
鳥
海
山
・
飛
島
～
た

の
し
く
お
い
し
い
も
の
が
た
り
～
」
は

ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
は
、
地
域
の
食

の
魅
力
の
発
信
と
地
域
住
民
の
ジ
オ

パ
ー
ク
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
2
0
1
8
（
平
成

30
）
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
食
品
を

対
象
と
し
た
認
定
制
度
で
す
。

　
認
定
商
品
の
特
長
は
、
日
本
海
や
出

羽
山
地
、
鳥
海
山
の
存
在
な
し
に
は
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
点
で

す
。
例
え
ば
、
農
作
物
を
育
む
田
畑
が

広
が
る
平
野
は
、
鳥
海
山
の
山
体
崩
壊

や
隆
起
を
続
け
る
出
羽
山
地
が
削
ら
れ

て
で
き
た
地
形
で
す
し
、
約
1
5
0
0

万
年
前
に
生
じ
た
日
本
海
は
多
様
な
海

産
物
を
育
む
場
で
す
。
こ
れ
ら
の
農
水

産
物
を
育
て
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な

水
は
、
鳥
海
山
に
降
る
大
量
の
雪
や
雨

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

大
地
の
営
み
を
商
品
の
特
長
か
ら
語
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
、
認
定
商
品
で
す
。

　
認
定
商
品
に
は
カ
レ
ー
や
蕎
麦
、
お

弁
当
、
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
と
い
っ
た
お

店
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、

ケ
ー
キ
や
パ
イ
、
プ
リ
ン
、
ア
イ
ス
な

ど
の
デ
ザ
ー
ト
類
、
ジ
ュ
ー
ス
や
日
本

酒
、
焼
酎
な
ど
の
飲
み
物
、
そ
し
て
漬

物
に
代
表
さ
れ
る
発
酵
食
品
や
郷
土

料
理
な
ど
が
あ
り
、
幅
広
い
世
代
が
認

定
商
品
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
4
月
現
在
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
エ
リ
ア
全
体
で
45
件
の
認
定
商
品

が
あ
り
ま
す
。
食
か
ら
壮
大
な
大
地
の

営
み
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

鳥海山・飛島ジオパークの認定商品「ぺろっと」
のロゴマーク（左）。認定商品には右のシール
が貼ってあります。お店で探してみてください。

第123回

一般社団法人鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会事務局	次長兼主任研究員

大
おお

野
の

 希
まれ

一
かず

 氏

鳥海山・飛島ジオパークの
　　　　認定商品を楽しもう！

ゆざまち再エネ最前線！
【第9回】

クリーンな電気の購入先、地域新電力とは？
　【新電力】とは、2016年より本格的にスタートした

「電力自由化（電力の小売自由化）に伴い、新たに参
入した小売電気事業者のことです。電力自由化によっ
て、大手の電力会社を含め様々な企業が電気を小売で
きるようになりました。なお、県内に所在地を置く登
録小売電気事業者は下記のとおりです。

次回予告！ 「V2H設備」とは？
問／産業課エネルギー政策推進室	☎25-5818

※資源エネルギー庁	登録小売電気事業者一覧より抜粋
（令和7年2月末現在）

　【新電力】によって目的は様 で々すが、自治体が関与する【地
域新電力】は、エネルギーの地産地消による地域での資金循
環や雇用創出、電気料金の低減などを目的とするものが多く、
地域の太陽光や水力発電所で作られた電気を供給しています。
クリーンな電気の購入先として検討してはいかがでしょうか。

登録小売電気事業者
氏名または名称 住所

㈱やまがた新電力 山形市松波三丁目8番28号松波プラザ2階D号室

おもてなし山形㈱ 山形市本町二丁目4番3号

酒田天然瓦斯㈱ 酒田市東両羽町4番5号

おきたま新電力㈱ 米沢市城西二丁目3番72号MH東ビル102号

DX推進支援業務担当
（町のデジタル活用に向けた取り組みに関する業務）
渡辺 真央 隊員

あっという間の３年間

地域おこし協力隊のリレーコラム第34回

　「遊佐に住みたい！」と遊佐町に移住してきたのが令和4年
5月のこと。あれから早3年が過ぎようとしています。四季の
移ろいがはっきりしている遊佐町の気候が大好きだなぁと毎
年毎シーズン思います。特に、遊佐に来てから春が大好きに
なりました。雪で閉じ込められていた生命が爆発するあの感
じが、踊り出したくなるくらい気持ち良いです。協力隊とし
ての任期は5月末で満了となりますが、卒業してからも、遊
佐で暮らしているので、まちなかで見かけたらお声がけいた
だけると嬉しいです。先日の「令和6年度	地域おこし協力隊
活動報告会」がYouTubeにて
アーカイブ配信されておりま
す。二次元コードからぜひご
覧ください♪

素敵な協力隊メンバーに恵まれました
活動報告会
YouTube
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こころの
相談窓口

健康福祉課健康支援係 ☎72－4111（平日8：30～17：15）
庄内保健所地域保健福祉係 ☎0235－66－4931（平日8：30～17：15）
山形いのちの電話 ☎023－645－4343 （13：00～22：00 年中無休）

くらし  情報の

　
ゆ
ざ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
み
な

が
ら
自
主
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
平
成
28
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
は
3
月
1
日
現
在
で

4
2
0
人
の
方
が
20
ポ
イ
ン
ト
を
達
成

さ
れ
1
︐
0
0
0
円
分
の
商
品
券
と
交

換
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
7
年
度
は
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
抽
選
の
景
品
も
変
更
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方

も
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
運
動
サ
ー
ク
ル
や
百
歳
体
操
、
マ
シ

ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
一
定
以
上
の
出
席

回
数
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ

ま
す
。
町
の
健
診
の
他
、
職
場
健
診
で

も
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
、

健
診
を
受
け
た
ら
ぜ
ひ
結
果
を
健
康
支

援
係
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
事
業
内
容
や
ポ
イ
ン
ト
、
景
品
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
4
月
15
日
号
に

折
込
と
し
て
全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ�

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
ど
こ
で
も
ら
え

ま
す
か
？

Ａ�

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階
の
健
康
支
援
係

窓
口
、
ま
た
は
対
象
事
業
参
加
時
に

配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
ポ
イ
ン
ト
の
も
ら
い
方
は
？

Ａ�

健
診
結
果
説
明
会
や
献
血
、
健
康
教

室
な
ど
対
象
と
な
る
事
業
に
参
加
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

参
加
し
て
い
ま
す
か
？ 

ゆ
ざ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

月山あさひ博物村 かたくり園開園 鶴岡市

あつみ温泉・温海川河畔 夜桜ライトアップ 鶴岡市

日程／4月中旬～下旬
内容／里山に春を告げるかたくりの花が見ごろを迎えます
場所・問／ 道の駅「月山」月山あさひ博物村（鶴岡市越中山名平3-1）
　　　　　☎0235-53-3411

第40回�菜の花まつり 三川町
日時／4月29日（火・祝） 午前10時～午後3時
場所／いろり火の里 なの花ホール周辺（三川町横山堤172-1）
内容／菜の花むすめ撮影会（午前9時30分～）、モンテディオ山形パブリック
ビューイング、ウォーターバルーン、ネコの里親会、
働く車コーナー、サイバーホイール、キッチンカー、
フード・スイーツ販売 など
料金／ウォーターバルーン（300円）
問／三川町観光協会 ☎0235-66-4656

日程／4月上旬～下旬の午後6時～11時
場所／あつみ温泉街
内容／夜桜ライトアップ
その他／詳細は二次元コードより
問／あつみ観光協会 ☎0235-43-3547

カートソレイユ最上川 春のファン感謝ウィーク 庄内町

カート無料体験＆タイムトライアル 庄内町お花見にでかけよう�酒田日和山桜まつり 酒田市

　町外在住者も期間中は町民料金で利用できます。
※占用の場合を除きます
期間／4月4日㈮～20日㈰（火・水・木を除く） 午前9時～午後5時
対象カート／スポーツカート、レジャーカート
申・問／カートソレイユ最上川 ☎42-2282

日時／4月27日㈰ ①午前10時～ ②午前11時～ ③正午～
　　　　　　　　 ④午後1時～　⑤午後2時～
　　　※ ①～⑤の中からお好きな時間帯をお選びください（各時間帯6人

まで）
対象／身長145cm以上の方で、初心者大歓迎
定員／先着30人
内容／レンタルカートを活用し
　　　①無料走行体験（５分程度）
　　　②希望参加制でラップタイムを競い、上位入賞者
　　　　には賞品あり
　　　※②について、700円の参加料がかかります
申・問／カートソレイユ最上川
　　　　☎42-2282または二次元コードより

　桜の名所日和山公園で桜まつりを開催します。ソメイヨシノやヤエザ
クラが咲き誇る春の公園を散策してみませんか。
期間／4月4日㈮～15日㈫
場所／日和山公園
駐車場／日和山公園第1～第3駐車場、酒田港本港東ふ頭駐車場
内容／ 千石船のライトアップ、ぼんぼり点灯（期間中の午後6時30分～

9時）、露店の出店
桜まつりイベント日時
4月12日㈯ 酒田北前太鼓演奏　　 午後1時30分～2時
4月13日㈰ 消防音楽隊コンサート 午後1時30分～2時
費用／無料
その他／桜の開花状況により期間・内容が変更になる場合があります
問／酒田観光物産協会 ☎24-2233

Ｑ�

ポ
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イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
健
康
支
援
係
窓

口
へ
ご
持
参
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だ
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い
。
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1
︐
0
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0
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分
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体
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災
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、

あ
ぽ
ん
入
浴
券
な
ど
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種
類
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し
て
い
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。
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て
ご
応
募
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だ

さ
い
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☎
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1
1

20ポイントの組み合わせ例

健診（12P）
✚

献血（7P）
✚

個人目標（1P）
✚

健康大会（3P）

健診（12P）
✚

健診結果説明会（3P）
✚

まちづくりセンター祭（2P）
✚

健康大会（3P）

百歳体操・運動サークル（15P）
✚

健診（12P） など
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本が好きな子どもを育む（遊佐町子ども読書活動推進計画のテーマ）

雑感

※ご家族などから広報掲載の承諾を
　いただいた方のみ掲載しています

 2. 1 髙　橋　三津夫（92） 滝ノ浦

 2. 3 石　垣　政　幸（71） 箕　輪

 2. 4 遠　藤　秀　雄（84） 京　田

 2. 4 時　田　五　鈴（95） 上蕨岡

 2. 9 阿　部　健　悦（96） 上蕨岡

 2. 10 伊　藤　孝太郎（80） 平　津

 2. 12 佐　藤　　　正（88） 下当下

 2. 13 髙　橋　靜　子（92） 山　崎

 2. 16 池　田　　　 （89） 駅前二区

 2. 17 鈴　木　敏　喜（89） 宿町一

 2. 18 佐　藤　俊　子（94） 谷地下

 2. 19 那　須　善　治（77） 八日町

 2. 22 阿　部　國　士（87） 京　田

 2. 23  　原　秋　哉（90） 湯ノ田

 2. 23 石　垣　喜久見（81） 北宮田

 2. 23 池　田　英　作（77） 水　上

 2. 24 阿　部　勝　子（79） 比子下モ山

 2. 25 後　藤　　　剛（87） 鹿野沢

 2. 28 髙　橋　サワ子（89） 上藤崎二

 2. 28 本　間　賢　一（85） 東宮田

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

　　計／12,096（―19)
　　男／　5,785（―13)
　　女／　6,311（―�6�)
世帯数／　4,844（―�8�)
※2月末現在(　)内は前月比

遊
佐
町
の
人
口

◎町立図書館4月利用案内
平　日　午前9時～午後6時
土日祝　午前9時～午後5時
休館日　1日㈫・8日㈫・15日㈫
　　　　22日㈫・30日㈬
☎72-5300　FAX 72-5301

　雑感という言葉の意味について調
べてみました。辞書には「雑多な感
想。まとまりのない思いついたまま
の感想。とりとめのない感想」とあ
りました。
　実はこちらの雑感ですが、意味の
とおり5分ほどで書き終わる場合も
あれば、30分かけてもまとまらず、
次の日に持ち越し…ということも
多々あります。
　つまり何を言いたいかというと、
雑感というタイトルにはなっていま
すが、広報担当者にとっては、「魂
のこもった」コラムであるというこ
とです。
　引き続き、クスっと笑えるような
コーナーを目指しますので、よろし
くお願いします！
 広報担当 ㊝

2月1日～2月28日までの分

詳細はこちら

 2.27 青
あお

　木
き

　雪
ゆき

　乃
の

ちゃん 服部興野
青
あお

　木
き

　小
こ

　春
はる

ちゃん
（竜一・奈美）

令和7年度図書館のご利用案内

状況に応じて、開館時間や提供できるサービスやイベント内容が変更になる場合がございます
随時公式サイト上でお知らせいたしますので、webもしくはお電話などでご確認くださいますようお願いいたします

◆わくわくらんど （0～3歳向けおはなし会）
【子どもセンターにて】
4月4日㈮ 午前10時30分～
◆まほうのじゅうたん・おはなし会 （素語り）
【町立図書館にて】
4月12日㈯ 午前10時30分～
◆おはなしわーるど （子ども向け映写会）
【町立図書館にて】
4月26日㈯ 午前10時30分～

【第2展示コーナー】 掃除がもっと楽しくなる！� （掃除の本特集）
【第3展示コーナー】 前半：本屋大賞受賞作・候補作特集
　　　　　　後半：想像以上の、物語を。�（図書館員おすすめ絵本）

【玄関ショーケース】 お口の健康� （歯科口腔特集）
【特 別 展 示】 親子で選ぶ一冊
展示される本の内容は、wｅｂでも見ることができます
遊佐町立図書館 で検索→【本を探す】→

【図書館おすすめ】のページへどうぞ♪

イ
ベ
ン
ト

テ
ー
マ
展
示

•平日
　午前9時～午後6時
•土・日・祝日
　午前9時～午後5時

•毎週　火曜日

　 2025.4.1～変更

•蔵書点検期間
•年末年始

開�館�時�間 休　館　日 貸出冊数　期間
•おひとり
　10冊まで
　3週間の貸出

カードは赤ちゃんから
作れます（町外の方もOＫ！）
雑誌やＤVＤ、CＤも
貸出しています
毎月イベント開催中！
詳しくは下のイベント欄にて
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「桜と鳥海山」鬼瓦権造 さん

編
集

／
遊

佐
町

広
報

委
員

会
 　

発
行

／
遊

佐
町

長
　

松
永

 裕
美

　
印

刷
／

株
式

会
社

小
松

写
真

印
刷

　
問

／
企

画
課

企
画

係
☎

72-4523

掲載した絵は役場議場前展示スペースに展示しています。

父：達彦さん　母：歩さん

「でこの星 出演者募集中」我こそはという方は企画課企画係までお電話（☎72-4523）ください！
令

和
 7 年

 ４
 月

  ◎
 N

o.770

お
え
か
き

 

だ
い
す
き！

こ
う
え
ん
で
あ
そ
ぶ
の
た
の
し
い
な

伝統は後世に
受け継がれている

松ま
つ

本も
と　
直な

お

也や 

さ
ん
（
褄
坂
）

山形県のおでこに位置する遊佐町。町には老若男女問わず
きらっと光る町民の姿があります。このコーナーでは
そんな星のような明るさを持った方々を紹介していきます。

　直也さんは遊佐高校に通う高校3年生です。遊佐高校では「遊佐みら
い部」と呼ばれる部活に所属しています。「遊佐みらい部」とは、部
員たちがやりたいと思うことを主体的に行う部活のことです。今年度
は部活として「小規模校サミット」と「総合学科との交流会」に参加
しました。どちらも同年代の高校生と交流することで「遊佐高校の新
しい可能性を見つけることができた」とのことでした。
　また、直也さんには学校外の活動として頑張っていることがもう1つ
あります。それは杉沢比山です。杉沢比山と出会ったのは小学3年生の
頃で、杉沢比山連中会の方から声を掛けていただいたのがきっかけで
した。初めて練習している姿を見て「かっこいい、自分も練習して
舞ってみたい」という思いが生まれ、正式にメンバーの一員になりま
した。国指定重要無形民俗文化財に登録されている歴史ある杉沢比山
を「今後も続けていき、さらに若い世代に繋いでいきたい」とこれか
らの思いを語ってくれました。
　将来は、調理関係の仕事に就きたいそうです。デュアル実践（遊佐高校
で行われている長期インターンシップ制度）で調理の仕事を経験した際に、
仕事の面白さと出会いました。遊佐町にある食品を使った料理を開発して、
たくさんの人に食べてもらいたいと意気込む直也さんに今後も注目です。

健
康
、元
気
、優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！ 西浜  土

ど

門
も ん

 　史
ふ み

くん（6歳）

世
せ

和
な

くん（1歳）
父：洸太さん　母：郁乃さん

八日町  工
く

藤
どう

 美
み お ん

桜ちゃん（5歳）

遊佐保育園

スマホで撮った写真、カメラで撮った写真など、何でも結構です。ペンネームや匿名での掲載
も可能ですので、気軽にご応募ください。問／企画課企画係 ☎72-4523

　お気に入りの一枚です。桜の季節
に遊佐中学校グラウンドから、青空
に映える桜たちを見守るように聳え
る残雪の鳥海山が圧巻の景色で見応
えあり！毎年桜の咲く季節に、この
景色を楽しみにしてます。
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